
人口と世信
12月1日現在 ()内は対前年同月比

圃人口 133.345人 (+529人)
[うち外国人947人]

男 66.092人(+151人)
女 67.253人 (+378人)
圃世帯 52.323世帯(+筑お世帯)

※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

広

報

コくり子育てしゃ寄り
5年間で3つの民間保育園がオープン

-つ、と
一い
の
広
場

A恵愛保育園の2歳児クラス

「
つ
ど
い
の
広
場
」
は
、

自
由
に

気
軽
に
親
子
で
遊
び
、
子
ど
も
同
士
、

親
同
士
の
交
流
が
で
き
る
場
で
す
。

市
内
に
3
カ
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

相
談
員
を
配
置
し
、
遊
び
の
サ
ポ
ー

ト
や
子
育
て
相
談
・
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。
料
金
は
い
ず
れ
も
無

料
で
す
。
こ
の
う
ち
の
「
す
く
す
く
広
場
」

が
、
市
民
会
館
か
ら
移
転
し
、
来
年

1
月
5
日
、
天
王
台
駅
南
口
に
新
し

い

「す
く
す
く
広
場
」
が
開
館
し
ま

す。圃
保
育
課
・
内
線
4
4
7

す
く
す
く
広
場

宮

7
1
8
4
・3
8
0
8

市
内
で
最
初
に
開
設
し
た

「
つ
ど

い
の
広
場
」
で
す
。
毎
月
第
3
金
曜

日
の
お
誕
生
会
や
楽
し
い
行
事
も
行

っ
て
い
ま
す
。

新
た
な

「す
く
す
く
広
場
」
は
、

面
積
が
約
1
7
0
ぱ
で
コ
ル
ク
床
と

畳
に
な
っ
て
い
て
、
お
も
ち
ゃ
や
絵

本
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

移
転
時
期
ロ
月
お
日
開
閉
館
し
、

切
年
1
月
5
日
働
に
開
館

移
転
先
所
在
地

天
王
台
1
の
包
の

4
川
村
第
日
ピ
ル
5
階

利
用
時
間

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

国

V Iすくすく広場j案内図
サイクルパーグ・
天王台南

わ
く
わ
く
広
燭
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放
課
後
遊
べ
る
学
校
の
復
活
を

F

桔
喝
#
ろ

市
で
は
、
い
ち
ば
ん
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
を
目
標
に
、
子
育
て
・

子
育
ち
の
た
め
の
環
境
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

就
学
前
の
親
子
が
気
軽
に
遊
べ 市

長る
「
つ
ど
い
の
広
場
」
は
、
と
く
に

在
宅
で
子
育
て
す
る
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ

ぴ
」
や

「水
遊
び
」
も
で
き
ま
す
。

利
用
時
間

月
晦
日
か
ら
土
曜
日
の

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

休
館
日

日
曜
日
、
ロ
月
却
日
か
ら

1
月
4
日

す
こ
や
か
広
場

宮

7
1
8
9
・5
1
8
1

布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー
1
階
に
開
設
。

室
内
は
木
の
床
で
、
暖
か
い
雰
囲
気

で
す
。
お
も
ち
ゃ
も
あ
り
ま
す
。

月
曜
日
と
木
曜
日
の
午
後
日
時
か

ら
は
、
手
遊
ぴ
や
季
節
の
歌
、
親
子

体
操
な
ど
を
行
う
「
す
こ
や
か
タ
イ

ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
月
1
回

の
お
誕
生
会
で
は
、
手
遊
ぴ
や
体
操
、

h
p
「わ
く
わ
く
広
場
」
で
は

土
避
ひ
も

得
鴎
児
富
ゼ
ロ
を
維
持

市
内
保
育
園
定
員
を
司

6
0
0
人
に
鉱
太

は
、
我
孫
子
の
最
大
の
特
長
の
一

つ
で
す
。
こ
の
5
年
間
で
3
つ
の

民
間
保
育
園
が
新
設
さ
れ
、
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、

放
課
後
、
子
ど
も
た
ち
が
{
安
心

し
て
自
由
に
遊
べ
る
学
校
〉
の
復

活
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

月
か
ら
始
ま
っ
た
休
日
保
育
に
加
え
、

一
時
保
育
も
仰
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

市
立
保
育
園
で
は
、
寿
保
育
園
の

増
改
築
を
行
い
、
M

∞
年
4
月
に
受
け

入
れ
園
児
数
を
却
人
拡
大
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
切
年
4
月
に
、

市
内
の
保
育
園
定
員
は
現
在
の
1
4

8
0
人
か
ら
1
6
0
0
人
と
な
り
ま

す。
今
後
も
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
推
進
し
、

。
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
あ
ぴ
こ
。

を
め
ざ
し
ま
す
。

圃
保
育
課
・
内
線
4
4
5

五本松運動広場(工事中)の
土・日の利用について
五本船運動広場は旧クラブハウスの

解体工事中ですが、土-日曜日は利用

力可能となりました。詳しくは体育課

c7187・7555へお問い合わせ下さい。

町@)去~a=~民号函~

• 

人 -

子
、
と
事
の
居
場
開
づ
究
明
日

第市
議
会
定
例
会

抱
月
惜
日
間
総
務
企
画
委
員
会

抱
月
市
白
川
内
教
育
福
祉
委
員
会

抱
月
初
日
同

環
境
経
済
委
員
会

抱
月
引
日
同

都
市
建
設
委
員
会

抱
月
包
日
樹

予
算
審
査
委
員
会
、

自
治
基
本
条
例
審
査
委
員
会

※
委
員
会
は
午
後
1
時
開
会
、
予

て
過
ご
せ
る
よ
う
遊
ぴ
な
ど
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

な
お
、
学
童
保
育
室
は
、
働
く
親

の
就
労
支
援
と
子
ど
も
た
ち
の
生
活

の
場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
別

に
運
営
し
ま
す
。
学
校
施
設
の
活
用

や
子
ど
も
た
ち
の
過
ご
し
方
な
ど
は
、

学
童
保
育
と
子
ど
も
の
居
場
所
が
連

携
を
と
り
な
が
ら
協
力
し
て
い
き
ま

す。圃
保
育
謀
・
内
線
4
4
7

(
後
半
)
の
日
程

算
審
査
委
員
会
の
み
午
前
9
時
開

会。抱
月
お
日
間
本
会
議
(
最
終

日
・
採
決
な
ど
)

※
午
後
2
時
開
会
予
定
で
す
が
、

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

圃

議
会
事
務
局
・
内
線
2
6
0

採
決
表
示
シ
ス
テ
ム
を
導
入

ロ
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
議
長
に
印
南
宏
氏
(
臼
歳
)
、

副
議
長
に
関
谷
俊
江
氏
(
貯
歳
)
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
月
議
会
か
ら
、
電
子
採
決
表

示
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
議
案
な
ど

の
採
決
で
各
議
員
が
議
席
の
ボ
タ

ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り
、
誰
が
賛

成
・
反
対
し
た
か
を
議
場
前
面
の

「
す
く
す
く
広
湯
」
が

天
王
台
駅
前
(
南
口
)

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

休
館
日

日
曜
日
、
ロ
月
お
日
か
ら

1
月
4
日
(
今
年
は
お
日
か
ら
)

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寧
の
方

は
近
隣
の
有
料
駐
車
場
を
、

自
転
車

の
方
は
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
天
王
台

南
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

市
で
は
、
保
育
園
へ
の
入
国
待
機

-
児
童
ゼ
ロ
を
維
持
し
続
け
る
た
め
、

目
計
画
的
に
保
育
園
定
員
の
拡
大
を
行

一
っ
て
い
ま
す
。

-

民
間
で
は

ω年
6
月
に
天
王
台
双

目
葉
保
育
園
(
定
員

ω人
)
、
何
年
4

湖
北
台
保
育
園
隣
に
開
設
。
室
内

一
月
に
川
村
学
園
女
子
大
学
附
属
保
育

に
は
3
0
0
冊
以
上
の
絵
本
や
児
童

-
園
(
定
員

ω人
)
が
新
設
さ
れ
ま
し

書
、
積
木
、
す
べ
り
台
付
き
の
大
型

目
た
。
さ
ら
に
仰
年
4
月
に
我
孫
子
駅

遊
具
が
あ
り
ま
す
。

一
北
口
に
(
仮
称
)
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
保

広
い
庭
に
は
、
す
べ
り
台
、
鉄
棒

一
育
園
(
定
員

ω人
)
が
開
園
し
ま
す
。

な
ど
が
あ
り
、
三
輪
車
に
乗
っ
た
り

目

ま
た
恵
愛
保
育
園
(
湖
北
台
)
は
、

砂
山
に
登
っ
た
り
し
て
外
遊
ぴ
が
で

一
施
設
の
建
て
替
え
に
よ
り
、

mw
年
4

き
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、
着

ん
月
に
定
員
が
1
2
0
人
か
ら
1
5
0

替
え
持
参
で
親
子
で

「ど
ろ
ん
こ
遊

間
人
に
増
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
目

工
作
な
ど
で
、
誕
生
月
以
外
の
お
子

一

さ
ん
も
参
加
し
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
。
一

刊
日
耕
作
河
村
れ
い
日
日
の

一

小
学
校
か
ら
実
施
予
定

休

館

日

水
曜
日
、
ロ
月
mm
日
か
ら

ん

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後

1
月
4
日

目
や
土
曜
日
、
安
全
で
自
由
に
遊
べ
る

目
学
校
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、

「
子
ど

一
も
の
居
場
所
」
を
全
小
学
校
内
に
整

-
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
切
年

目
度
は
1
カ
所
目
を
我
孫
子
第
一
小
学

一
枝
に
差
し
て
い
ま
す
。

-

子
ど
も
の
居
場
所
は
、
地
域
交
流

-
教
室
や
図
書
館
、
校
庭
、
体
育
館
な

一
ど
を
活
動
の
場
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

議

長

副
議
長
に

関印
谷南

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画
面
に
表
示

す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
巣
は
、
市
ホ
1
ム
ペ

ー
ジ
、
会
議
録
、
議
会
だ
よ
り
で

公
表
し
ま
す
。

圃

議
会
事
務
局
・
内
線
2
6
0

宏
氏
俊
江
氏

企印南宏氏

ち会・品なか量主.5!. む 緑つつをしら暮鳥 -

企関谷俊江氏
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| 急な病気やケガのときは | 

教育委員会

水道局

自市役所正面玄関

勢市民プラザ内

存湖北地区公民館内 12月29日幽-1月4日闘
機市民図書館布佐分館内

保健センタ一
子育て支撮センター
すくすく広場

わくわく広場

すこやか広場
島畠こどもデイルームみらい 12月30日同-1月3日制

属病児保育室ワイズ 12月28日開-1月4日同
こども発達センター
謂あらき園

千障害者福祉センター
12月29日幽-1月3日制

衛老人福祉センターつつじ荘
生西部福祉センター

聾根戸福祉センター
臥お休み処

消費生活センター
無料職業紹介所 12月29日幽-1月3日嗣
高年齢者職業相蔽室

クリーンセンター 12月30日同-1月3日制

ふれあい工房 12月29日幽-1月4日同 一」

アビスタ 而 12
文公民館 12月29日幽-1月4日附 ~，旦 Eコ
化市民図書館・分館 1.ぇ rコ
ム鳥の守物館 12月29日幽-1月3日嗣 p肘29
蚕市民安館 庁よ口
施市民プラザ 12月29日幽-1月4日附 V.) D 

設諒fEZ図書室 12月23醐即月6日同 窓⑥
近隣センター I I n' 

12月29日幽-1月4日同 L...J I...J 

読みたーシヨン 12月28日開-1月4酬 はら
けやきプラザ 12月29日幽-1月3日嗣 4京~ 1 
手賀沼親水広場I水の館J12月29日幽-1月3日嗣 447 F、

1月1日制-1月3日同 07  rつ
※ 12月 28 日は通夜~不可。 1ー っ

ウイングホール柏斎場※12月29日'i火葬、告別 ♀ 空
式は不可。 予門

(火器通夜、告別式) ※ 12月 31 日は通夜~不可。 7;.な主 H 
※刺1月4日lはま火葬、告別式
lはま不可 νJ IIκl 

まま
すで

年
末
年
始
の
業
務
案
内

-・肉5i事垣正ZEH=・・
-ー-

日休業施設名

市役所
1{急病院

まず消防署へお電話ください。症状などを伺い、

受け入れカ可能な救急病院をお知らせします。
12月29日幽-1月3日制

※婚姻・出生・死亡屈など
は年末年始も市役所本庁
守衛室で受け付けます。

ゐ
f
、
/セスν」サ政

-
T』

行
政
機
関

12月29日幽-1月3日制

12月29日幽-1月3日制

12月25日間-1月4日附

12月29日幽-1月4日附

所在地
取手市本郷2・1・1

休日・夜間報鍾病院
病院名 所在地

アピコ外科整形外科病院 我孫子4・22・22
我孫子聖仁会病院 柴崎 1300

我孫子つくし野病院 つくし野131・1
我孫子東手間肯院 我孫子1851・1
平和台病院 布佐834・28

小児殺鍾病院
病院名

取手協同病院

|ごみと資源を出すときは(クリーンセンターは12月叫から1月3臨時み甘I

12月28日開-1月8日嗣

ごみを直接持ち込む燭含

一関的にごみが多量にでるときや、至急に処分

したい場合は、下表の日程でクリーンセンターに

直接持ち込むことができます。事前に分別して搬

入してください。

ただし、市で処理できないごみ(畳、タイヤ、

消火器、テレ巳エアコン、洗濯機、冷蔵庫、パ

ソコン、オートパイなど)は持ち込めません。

固クリーンセンターft7187・0015

年末 年

12月29日幽まで
午前8時30分-11時
30分・午後1時-3時
※28日闘は午後4時まで

※29日は大変混み合いますので、事前に決めら

れた収集日に出すようお願いします。

ごみと資源の収集日程

年末・年始のごみと資源の収集日程は下表のとおりです。

収集日程にあわせて正しく分別して出してください。

固クリーンセンターft7187・0015

始

1月4日開から
午前8時30分-11時
a分・午後1時-4時

年始

4日開
5日幽

年末

28日開
29日幽

可燃
ごみ

| 漏水したときは [ 集会
施
設

圃

相健蹄祉セント(相憾所)
12月29日幽-1月3日嗣

相児童相談所

きわやかち'i県民プラザ
12月28日同-1月4日同

県女性センター

流山運転免許センター

東葛飾旅券事務所

取手市総合体育館
グリーンスポーツセンター

12月29日幽-1月3日嗣

そ
の
他
の
施
設

12月29日幽から1月3日制までの聞に、蛇

口やトイレなどで漏水が発生した場合は、施工事

業者または指定給水装置工事事業者ヘ修理を依頼

してください。

施工事業者がわからない場合や、道路からメー

ターボックスまでの聞で漏水を発見した場合は、

水道局ヘご連絡ください。

園水道局工務課ft7184-0111 

む~ヨ姐|j陣地図~~~.叫』
道路上などで死んでいる飼い主不明の動物死体

a)処理を、年末年始(12月30日から1月3日)も

受け付けます。

時間午前8時30分から午後3閏
到す電話5番号脚リサイクルft7188-3747
(平日はクリーンセンターft7187・0015)

資漉

不燃
ごみ

体目診癒所
~療日 12月29日幽から1月3日制

~療羽田・時間

。内科・小児科…午前9時から11時30分、午後1

聞から4時30分
。歯科…午前9聞から 11閏30分

場所保健センター敷地内(下図参照)

措参健康保険証と診療費

固休日診療所ft7187・7020(診療時間内に限る)

・4 ー、ニ'‘国道356号虚..
水空ライン成国線Ez--布佐+
戸ーム42Ll湖北駅ヒ当面

休日診療所十~ ~保健センター

東消防署続長

地区
月・木地区 (1-3地区)
火・金地区 (4-6地区)
1地区

我孫子(1丁目-4丁目)、根戸新 26日ω9日ω
田、台田、船戸、本町、白山、
我孫子新田、緑、若松

2地区
根戸(国道6号北側)、布施久
寺家、つくし野、湖北台団地(3・27日同 10日附
14.....22・34.....40・42.....49・
61-68・73・87-92号棟)
3地区

我嘉子。。∞-1702番台)、並木
栄、寿 (2丁目13・14番台を 29日幽 12日幽
除く)、柴崎、柴崎台、青山、青
山台、南青山
4地区

我孫子(1780-1800番台)、泉、
寿(2丁目13・14番台)、天
王台、東我孫子、高野山、高野 28日開 11日岡
山新田、下ヶ戸、都部、都部新田、
開発戸、岡発戸新田、湖北台(湖
北台団地を除<)
5地区

中降、中峠台、中里、中里新田、
古戸、日秀、新木、新木野、南新木、
江蔵地、都、布佐、布佐平和台、 25日(月) 8日佃
布佐酉町、布佐下新田、三河屋新
田、新々回、相島新田、大作新田、
浅間前新田
6地区

湖北台団地(1・2・4-13・23
-33・41・反ト印・69-72・
74-86号棟)

電話で受け付け(ft7181・臼74)

27日制 10日同

4日肘
から

28日肘
まで

粗大
ごみ

五本松運動広場に子どもの交流拠点を整備市民会館の跡地利用

の受流を図ることを基本に、規模・機能・

運用・管理についてまとめています。

市ではこの報告書をもとに、 「子どもの受

流拠点整備基本計画Jを作成して行きます。
固体育課ft7187-7555

子どもの吏流拠点整情検討委員会は、 10

月27日、 「子どもの吏流拠点整備Jに関す
る最終報告書を、福嶋市長に手渡しました。

同委員会は、公募の市民、市民団体の代

表、学校関係者、市内中・高校生の代表、

市職員で構成され、 2005年10月に発足し、

11回の委員会を開催し、報告書の策定を進

めてきました。

報告書では、五本組周辺エリアで活動す

る子どもたちを中心lこすえ、大人や家族な
どいろいろな人たちも有効活用し、世代間

換を踏まえ、市民会館閉鎖後の文

化活動の場所を新たに整備する必

要がある。

。その上で、 i1000人規模のホー

ルを中心とした整備を図るべきJ
である。

市ではこの報告書をもとに、他

の事業との謂整を図りながらホー

ルの機能や整備のあり方などを検

討していきます。

回総務課・内線282

市民会館閉鎖後の跡地利用を検

討するため設置した、跡地利用検

討会では、次の基本方針をまとめ

ました。

基本的な考え方

。市民会館は、 27年余り市民の芸

術文化活動の場所として、多くの

芸術・音楽団体が生まれ育った場

所である。

。市の総合計画や社会教育推進計

画での位置づけ、市民との意見受

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。はfあびこ楽校jの事業です。
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市議会議員補欠選挙市長選挙

国
我孫子南側地区
東我孫子地区の
役票所が変わります

• 

投票時聞は午前7時から午後8時

「
を
の
一

。ひ
ょ
一
コ

出
き
い
け
れ
と
六
き
な
さ
ぼ
一
コ

(
湖
北
小
学
校
3
年
・

川
村
悠
登
さ
ん
の
作
品
)

任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
は
、

1
月
叫
日
倒
に
告
示
さ
れ
、

1
月
幻
日
倒
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
欠
員
が
生
じ
て
い

る
市
損
金
構
員
の
補
欠
選
挙
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

次
の
要
件
を
備
え
、
「
我
孫
子
市

選
挙
人
名
簿
」
に
受
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

①
昭
和
臼
年
1
月
辺
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
2
0
0
6
(平
成
時
)
年
目
月
日

固
ま
で
に
我
孫
子
市
に
転
入
届
を
し

た
方
で
、
引
き
続
き
選
挙
期
固
ま
で

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方③
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
権

と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て
い
な

い
方
〔投
票
所
入
場
整
理
券
を
郵
送
し

投
票
所
で
の
投
票
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
、
投
票
所
入
場
整
理
券
を

投
票
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

万
て
紛
失
し
た
り
、
転
居
な
ど

で
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
受
録
さ
れ
て
い
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受

付
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、

1
枚
の
ハ
ガ
キ
に
6
人
分

ま
で
速
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
切

り
離
し
て
ご
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
ロ
期
旦
則
投
票
は
お
早
め
恥
い

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間

1
月
日
日
開
か
ら
1
月

初
日
出
の
6
日
間

場
所
・
投
票
時
間
下
図
参
照

持
参
投
票
所
入
場
整
理
券

(
整
理

券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
期
日

前
投
票
所
の
受
付
係
に
お
申
し
出
く

我孫子南側地区(緑保育園投票所地区)と東我孫子地区(我孫子

中学校投票所地区)の投票区域と投票所が、我孫子市長選挙、我孫

子市議会議員補欠選挙(1月21日執行予定)から変わります。

我頚子南側地区は、緑保育園を廃止し、我菰子南近隣センター第

1会議室(けやきプラザ8階)に投票所を新設し、投票所にあわせ
て投票区域も変更します。

また、東我孫子地区は、我頚子市近隣センター「こもれぴJに投
票所を新設し、投票区域を変更します。

今回の変更は、対象地区の人口が増えたことと、投票しやすい環
境を整えるために行うものです。蛮更する投票区域と投票所は下表

のとおりです。

だ
さ
い
)

※
他
の
市
区
町
村
で
不
在
者
投
票
を

す
る
方
は
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{郵
便
投
票

zu

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
(
た

だ
し
、
公
職
選
挙
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
一
定
の
障
害
に
該
当
す
る
方
)

や
要
介
護
5
の
方
は
、
郵
便
投
票
「自

宅
で
投
票
で
き
る
制
度
」
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
手

続
に
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

要

票
状
況
・
開
票
状
況
の
ご
藁
巴

投
票
状
況
は
、

1
月
幻
日
側
午
前

日
時
か
ら
2
時
間
お
き
に
、
開
票
状

況
は
同
日
午
後
日
時
加
分
か
ら
ぬ
分

お
き
に
、
市
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ

Z
G一¥
¥
老
若
者
-
巳

q
-
ω
E
W
0・

nEσ
旦
℃
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
速
報
を
メ
l
ル
で
も

配
信
し
ま
す
。
メ
ー
ル
で
の
選
挙
速

報
を
希
望
す
る
方
は
、
下
段
記
事
「選

挙
速
報
を
メ
1
ル
で
配
信
」
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

町
田
れ
い
な
選
挙
の
推
進

U
U

我
孫
子
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、
候
補
者
に
き
れ
い
な
選
挙

を
し
て
も
ら
う
た
め
宣
言
文
の
提
出

を
求
め
た
り
、
白
ば
ら
新
聞
の
発
行
、

期目前投票所と開設日(1月15日(月)から1月20日出)

国道356号 ←柏 常態線 取手→

iF222量
ーコ我孫子駅:ーーーー・
南口広渇 .ー.獅第(け1子や会南き議プ近島sラtザセ8ン劇ヲー

議迫且 • -スーパー
義議気官耳慣鳥の憾蜘・ 鍾IT 

ー柏 水の館・布佐→ 国道356号

緑保育園

本町1丁目の-1
本町2丁目
本町3丁目
白山1丁目
縁1丁目
緯2丁目の4
我孫子細の4

我高子南近隣センタ
ー第ー会議室
(我高子駅南口
けやきプラザ8陪)
※録保育園の投票
所は廃止

V我孫予南側地区

アビスタ

性E学習セン7・)

選
挙
期
日
の
前
日
に
駅
や
大
型
庖
の

前
で
投
票
率
の
向
上
を
目
指
し
て
街

頭
啓
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

[市
民
体
育
館
は
休
館

L
U

1
月
幻
日
制
開
票
会
場
と
な
る
市

民
体
育
館
は
、
休
館
(
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
野
球
場
・

道
場
は
、
午
後
5
時

ま
で
使
用
可
)
し
ま
す
。

圃
選
挙
管
理
委
員
会
・
内
線
3
4

5
 

企時間 :いずれの投票所も 午前8時30分から午後8時
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V東我孫予地区

我孫子中学校
岡発戸の一部

こもれぴ
(我高子市近
瞬セン~-)

企時間 :いずれの投票所も 午前8時30分から午後7時

我孫子市長選挙・我孫子市議会議員補欠選挙の

選挙速報をメ
農業雷員会の選挙人名簿への

登録を忘れず巴
※すでに「防災・防犯情報Jや「不審者情
報Jなどのメール配信サービスを利用して
いる方は、 「登録の変更Jになりますので
ご注意ください。

アドレスが登録されると、登録が完了し

たことを返信します。

返信がない場合は、アドレスが誤ってい

る可能性がありますので、再度登録してく

ださい。

国選挙管理委員会・内線345

選挙管理委員会では、来年の1月21日に

行われる我課子市長選挙と我弼子市議会議員

補欠選挙の選挙速報をメーjレて包信します。

配信は、投票状況(数回)と開票田の練

数(中聞に数回、最終開票結果)などです。

メールの配信を受けるには、事前にメール

アドレスの登録が必要です。

メール受信の登録は、市ホームページのト

ップページにある「メーjレ配信サービスJか
ら入り、文面に従って登録してください。

毎年1月1日は、農業委員会委員選挙人名

簿登載の基準日です。

該当する方には、農家組合長を通じて12

月中に登載申請書を配布しますので、必要事

項を記入のうえ2007年1月9日までに提出してください。

対象 次のすべてに該当する方①市内に住所を有する方①昭和62年3
月31日以前に生まれた方①1.000nf以上の農地を耕作している。または同

居。凋族・配偶者で、年間おおむね60日以上耕作に従事している方

※登載申請書力軍布されなかった方は、農業委員会事務局ヘご連絡ください。

固農業委員会事務局・内線362

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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来年度から

-ー-~ 怠

ます
-圏E盃墨田富盛e.

三位一体改革巴より、国の所得税から他方の住民税(市民税・県民税)ヘ3兆円の
税源移譲が2007年度から行われ、いままで3段階であつだ個人住民税所得割の税率

が10%巴統一されます。舎固の改正では、所得税の税率の変更も併ぜて見直される

だぬ税漉移譲巴より皆さんの住民税と所得税を合わぜ定税負担は原則変わりまぜん。

住民税が変わり

( )内は市民税分
改正後

課税所得

10% 
(6%) 

劉

税率

圃住民税・所得税の税率が変わります
現行

課税所得
200万円以下
200万円超-700万円
700万円超

税率
5%(3%) 

10%(8%) 

13%(10%) 

住

民

税

メ
ジ
ロ
は
、
冬
季
の
寒
冷
地
を
除

き
、
低
地
か
ら
山
地
ま
で
全
国
に
広

く
分
布
し
ま
す
。

全
長
は
ロ
佃
前
後
で
、
ス
ズ
メ
よ

り
も
小
さ
め
。
日
本
で
見
ら
れ
る
野

鳥
で
は
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
に
次
い
で
最

も
小
さ
い
部
類
に
入
る
小
鳥
で
す
。

緑
色
の
背
と
羽
を
持
ち
、
雌
雄
同

色
。
自
の
周
り
の
白
い
輸
が
特
徴
で

名
前
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

雑
食
で
す
が
、
花
の
叫
鶴
群
一
ヂJ
を乞芙大奈抑告穿貯

剖
創
副
む
た
め
、
花
期
に
合
わ

初

せ

て

行

動

し

、

春

に

は

嫡
罰
好
物
の
花
の
蜜
寧4

凋
吻
て
南
か
ら
北
へ
と
移
動

欄
釧
す
る
も
の
も
い
ま
す
。

ん.縄澗

特
に
早
春
は
梅
の
花

円
汀
一
隆
賢
に
群
れ
、
庭
や
垣
根
の

回
目

吉

時

周

り

で

「

F
U、
チ

真

1
」
と
い
う
地
鳴
き
で

写
文
鳴
き
交
わ
す
様
子
が
よ

おひ、 2

島近なとり

♂タ回
(スズメ目メジロ科)

第 1179号

195万円以下
195万円超-330万円
330万円超-695万円
695万円超-900万円

900万円超-1，800万円 30% 900万円超-1.800万円
1，800万円超 37% 1，800万円超

※住民税は前年の所得と控除をもとに算出されます。
※住民税1:t2007年6月課税分から、所得税は2007年1月所得分から適用されますo
v税額の計算例(定率減税を除いて算出)
①夫婦+子ども2人 *子ども1人が特定扶養親族 (16"""'22歳)・妻収入なし

現行(単位:円) 改正後(単位:円)
所得税住民税 合計 所得説住民税 合計

300万円 o 9，000 9，000 0 9，000 9，000 
500万円 119，000 76，000 195，000 59，500 135，500 195，000 
700万円 263，000196，000 459，000 165，500 293，500 459，000 
1，000万円 688，000442，000 1，130，000 590，500 539，500 1，130，000 

②年金収入のみの夫婦 *ともに65歳・妻収入なし
公的年金 現行(単位:円) 改正後(単位:円)
収 入所得税住民税 合計 所得説住民税 合計
200万円 o 0 0 00  0 
250万円 29，000 19，500 48，500 14，500 34，000 48，500 
300万円 74，000 42，000 116，000 37，000 79，000 116，000 
350万円 114，000 62，000 176，000 57，000 119，000 176，000 

※一定の社会保険料を控除して計算しています。
※改正後の住民税は減額措置のための調整控除を行っています。

固定率減税が廃止されます

景気浮揚策として1999年度に導入された定率減税が、 2007年から廃止になります。

2006年 2007年以降
所得税2∞6年1月分から税額の10%相当額を減額 (12.5万円を限度)2∞7年1月分から廃止
住民税2ぽお年6月分から税額の7.5%相当額を減額 (2万円を限度)2∞7年6月分から廃止

5% 

10% 

20% 

23% 

33% 

40% 

一律

10% 

20% 

330万円以下
所

得 330万円超-900万円
税

く
観
察
さ
れ
ま
す
。

秋
か
ら
冬
は
群
れ
で
行
動
す
る

こ
と
が
多
く
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や

エ
ナ
ガ
な
ど
の
カ
ラ
類
と
混
群
を

つ
く
っ
て
飛
び
回
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。子
育
て
の
時
期
が
く
る
と
つ
が

い
で
分
散
し
、

2
羽
で
鳴
き
交
わ

し
な
が
ら
、
花
か
ら
花
へ
と
飛
び

回
る
様
子
が
市
内
の
各
所
で
観
察

さ
れ
ま
す
。

「
目
白
押
し
」
も
可
愛
ら
し
い

し
ぐ
さ
か
ら
来
て
い
る
言
葉
で
、

鳥
好
き
の
多
く
の
人
た
ち
が

「庭

に
呼
ぴ
た
い
烏
」
の
一
つ
に
こ
の

メ
ジ
ロ
を
あ
げ
ま
す
。

庭
の
片
隅
に
、
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー

ス
な
ど
で
作
っ
た
器
に
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
入
れ
て
、
小
枝
に
つ
る
す
の

も
メ
ジ
ロ
を
愛
で
る
一
つ
の
喜

で
す
。

増減額

円

円

円

円

n
u
n
u
n
u
n
U
 

給与収入

増減額

円

円

円

円

n
u
n
u
n
u
n
U
 

圃 65歳以上の方の非課税措置が縮減されます

2005年1月1日現在65歳以上の方で、前年の合計所得金額が125万円以下の方に適用さ

れていた住民税の「非課税措置Jの廃止に伴う経過措置が2008年度で廃止されます。
2006年度 2007年度 2008年度

所得割所得割額の3分の2を減額所得割額の3分の1を減額 所得割額の全額を課税
均等割額1，3∞円 均等割額2，600円 均等割額全額課税4，000円

均等割
(市民税1，側円・県民税制円) (市民税2，側円・県民税6∞円) (械的，000円・県民税11側円)

あ
び
パ
ス
を
さ
ら
巴
利
用
し
や
す
く

乗
り
継
ぎ
制
度
と
バ
ス
停
を
新
設

あ
ぴ
パ
ス
は
、
「
新
木
ル
1
ト」

「
栄
・
泉
・
並
木
ル
l
ト
」
「
船

戸
・
台
田
ル
1
ト
」
の
3
路
線
が
あ

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
気
軽
な
外
出

の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
あ
ぴ
パ
ス
を
さ
ら
に
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

2
0
0
7

年
1
月
1
日
か
ら
乗
り
継
ぎ
制
度
を

始
め
る
と
と
も
に
、
新
木
ル
1
ト
に

パ
ス
停
を
1
カ
所
新
設
し
ま
す
。

乗
り
継
ぎ
制
度

あ
ぴ
パ
ス
は
、
同
一
ル
l
ト
内
は

1
0
0
円
の
均
一
料
金
で
す
が
、
他

の
ル
l
ト
に
乗
り
換
え
る
場
合
は
、

別
途
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

2
0
0
7
年
1
月
1
日
か
ら
は
、

あ
ぴ
パ
ス
を
乗
り
継
ぐ
方
に
「
乗
り

継
ぎ
券
」
を
発
行
し
、
乗
り
継
い
だ

パ
ス
の
料
金
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

利
用
方
法

①
最
初
に
乗
車
し
た
あ

ぴ
パ
ス
か
ら
降
り
る
際
に
、
他
の
ル

ー
ト
に
乗
り
継
ぐ
こ
と
を
運
転
手
に

申
し
出
て
、
「
乗
り
継
ぎ
券
」
を
受

け
取
る
②
他
の
ル
1
ト
の
あ
ぴ
パ

ス
に
乗
り
継
ぎ
、
降
り
る
と
き
に

「乗
り
継
ぎ
券
」
を
運
転
手
に
渡
す

※
「
乗
り
継
ぎ
券
」
は
発
行
当
日
1

回
限
り
有
効
で
す
。

※
同
一
ル
l
ト
内
で
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。新
木
ル

l
卜
に

|
」

「
湖
北
高
校
前
」
パ
ス
僅

新
木
ル
l
ト
の
日
秀
地
先
の
市
営

住
宅
と
県
営
住
宅
の
入
口
付
近
に
、

「湖
北
高
校
前
」
パ
ス
停
を
上
下
線

に
新
設
し
ま
す
。

パ
ス
停
の
位
置
と
時
刻
表
は
下
の

図
と
衰
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
他
の
パ
ス
停
の
運
行
時
刻

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

圃
交
通
課
宮
7
1
8
5
・
1
3
6

9
 

対象となる万は請求を

①1986 (昭和61)年3月以前に被用者年

金制度などに加入していた方の配偶者

①1991 (平成3)年3月以前の学生

支給額 1級…月額4万9850円

2級・・月額3万9880円

※請求月の翌月分から支給力潤始されます。

※老齢年金、遺族年金などを受けていると

きや所得状況により支給制限があります。

※経過的福祉手当を受けている方が特別障

害給付金制度の支給を受けたときは、経

過的福祉手当の支給は停止となります。

固国保年金謀・内線326

国民年金に任意加入していなかったこと

により、障害基礎年金なとを受給していな

い障害者の方への福祉的措置として、特別

障害給付金制度があります。対象となる方

は、請求書を提出してください。

対象次のいずれかに該当する方で、任意

加入していなかった期間内に障害の原因と

なった傷病の初診日があり、現在障害基礎

年金の1・2組相当の障害の状態にある方。
ただし、 65歳に達する日の前日までにそ

の障害に該当された方に限ります(障害者

乎帳の等級とは異なります)

新木ート

国道356号

ノ
停留所名 通過予定時刻
湖北駅南口 7:00 7:50 8:50 10:25 11:20 13:30 14:30 16:05 17:00 18:00 
湖北高校前 7:03 7:53 8:53 10:28 11:23 13:33 14:33 16:08 17:03 18:03 
新木駅南口 7:16 8:06 9:06 10:41 11 :36 13:46 14:46 16:21 17:16 18:16 
新木野1丁目10番 7:27 8:17 9:17 10:52 11:47 13:57 14:57 16:32 17:27 18:27 
新木駅南口 7:35 8:25 9:25 11 :∞ 11:55 14:05 15:05 16:40 17:35 18:35 
湖北高校前 7:43 8:33 9:33 11 :偲 12:03 14:13 15:13 16:48 17:43 18:43 
湖北駅南口 7:50 8:40 9:40 11 :15 12:10 14:20 15:20 16:55 17:50 18:50 

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp図 はfあびこ楽校jの事業です。
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平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

中
学
生
が
原
爆
の
地
「
広
島
」
で
の
体
験
を
発
表

我
孫
子
市
は、

8
月
5
日
か
ら
ア
固
ま
で
、
市
内
中
学
校
の
代
表

6
人
を
広
島
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。
中
学
生
一

人
ひ
と
り
が
広
島
で、

見
て
、

聞
い
て
、
感
じ
、
体
験
し
た
こ
と
の
感
想
を
、

打
月
刊
日

「け

や
き
プ
ラ
ザ
」
ふ
れ
あ
い
ホ
l
ル
で
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。
(発
表
順
)

~ -
大
竹
佑
奈
さ
ん

(我
孫
子
中
学
校

日
U
R
R
H川
川
回
目

2
年
)

一

h
・

市
内
の
児

一

h
-
v
h
・

童
の
内
、

2

面
圃
咽
晶
司
司
〕
」
万
数
千
人
が

一

da明
!
、

ぷ
且
圃
空
襲
を
避
け

「
l
j川
川

1aて
家
庭
を
離

;
ぃV
L
Pt
れ
、
郡
部
へ

疎
開
し
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
て
み
た

ら
、
家
が
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
一

家
が
全
滅
し
た
り
し
て
、

「原
爆
孤

担
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

た
ち

を
含
め
、
今
の
子
ど
も
遣
が
そ
ん
な

自
に
会
っ
た
ら
、
気
が
狂
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
、
フ
か
。

今
、
核
兵
器
を
所
持
し
て
い
る
国

の
首
相
に
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

「核
兵
器
を
使
用
し
た
ら
、
ど
れ

だ
け
の
被
害
を
受
け
る
の
か
わ
か
っ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
使
お
う
と
す
る

の
で
す
か
。
自
分
の
家
族
、
友
人
、

ま
し
て
や
国
民
が
被
爆
し
て
し
ま
っ

た
姿
を
平
気
で
見
て
い
ら
れ
る
の
で

す
か
。
人
聞
が
亡
く
な
っ
た
り
、
消

え
て
し
ま
っ
た
り
し
て
も
い
い
の
で

す
か
」
。

戦
争
は
人
災
で
す
。
人
災
は
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
や
ら
れ
た
ら
や

り
返
す
な
ん
て
人
聞
の
す
る
こ
と
で

は
あ
灼
ま
せ
ん
。
戦
争
か
ら
は
、
悲

し
み
ゃ
憎
し
み
し
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
前
に
、
話
し

合
い
で
解
決
し
て
ほ
し
い
で
す
。
せ

め
て
、
戦
争
だ
け
は
、
な
く
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

.. 
ti 怠

花
原
宏
輝
さ
ん

(湖
北
中
学
校

1
l
i
l
i
1
1
l
J

3
年
)

一

‘

資
料
館
の

一
h
.

.

 

，Lh
n
h
展
示
物
は
悲

園
剛

A
-
B
E
惨
な
も
の
が

aa曹
司
1
J目
多
か
っ
た
と

4a
思
い
ま
す
o

i
l
-
-』
手
や
顔
の
皮

膚
が
ず
る
け
て
動
れ
下
が
っ
て
い
る

人
形
が
置
い
で
あ
っ
た
り
、
原
爆
の

熱
(
落
ち
た
と
き
の
温
度
は
3
0
0

0
℃
か
ら
4
0
0
0
℃
だ
っ
た
そ
う

で
す
)
で
一
瞬
に
溶
け
、
影
だ
け
が

黒
く
残
っ
て
い
る
む
ご
く
て
悲
し
い

実
物
や
写
真
な
ど
、
今
で
も
信
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。

「原
爆
」
は
、
と
て
も
憎
い
。
日

本
に
2
発
も
落
と
し
て
許
せ
な
い
。

今
で
も
世
界
各
国
で
は
、
核
兵
器
を

作
っ
て
い
る
。
何
故
な
の
か
わ
か
ら

な
い
。
広
島
の
被
爆
者
の
方
は
、
一

生
、
心
の
傷

・
体
の
傷
を
負
っ
て
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
で
も
苦

し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
多
く
の
外
国
の
人
も

訪
れ
て
い
て
、
他
の
国
の
人
も
原
爆

に
関
心
を
持
っ
て
い
て
く
れ
た
こ
と

で
、
な
ぜ
か
、
少
し
安
心
し
ま
し
た
。

こ
の
広
島
で
の
体
験
は
、
絶
対
忘
れ

な
い
し
、
被
爆
体
験
者
の
岩
本
さ
ん

の
意
思
も
合
わ
せ
て
、
全
校
の
人
や

我
孫
子
市
の
人
に
も
し
っ
か
り
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
野
隆
介
さ
ん

(布
佐
中
学
校

1
I
l
l
i
-
-H

2

年
)

一

-
圃

原
爆
資
料

一
h

・・J一
・

圃

館
の
中
で
一

園
田
一品
園
番印象に残

aa冒
1
『

Ja--った
の
が
、

一

圃

時
間
の
止
ま

っ
た
時
計
で

す
。

一
瞬
の
、

2
り
に
し
て
、市
え
た
広

島
を
生
々
し
く
物
語
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

平
和
記
念
式
典
は
、
も
の
す
ご
く

暑
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
原
爆
を
受

け
た
人
は
、
何
百
倍
、
何
千
倍
も
熱

か
っ
た
と
聞
い
た
と
き
、

自
分
を
反

省
し
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
、
小
学

生
が

「
一
人
の
命
を
考
え
る
こ
と
は
、

み
ん
な
の
命
を
考
え
る
こ
と
」
、

「命
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
な
く
、

自
分
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
る
人
の

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
命
の

大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。被爆
体
験
者
、

岩
本
さ
ん
の
話
の

中
で
、

「
人
の
心
か
ら
戦
争
が
は
じ

ま
る
。
だ
か
ら
、
人
の
心
で
戦
争
を

な
く
せ
る
」
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と

き
、
核
兵
器
を
な
く
す
こ
と
も
夢
で

は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

「他
の
端
に
も
こ
ん
な
思
い
を
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
被
爆
体

験
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

岡
野
結
糞
さ
ん

(久
寺
家
中
学
校

1
1
4

2
年
)

‘
.
圃

原
爆
資
料

h
'
Z圃
固

館

に

展
示
さ

闘

ー一J
7
い
れ
て
い
る
弁

4.，m』a・
圃
当
箱
、
石
に

a
a
a写
っ
て
い
る

人
間
の
影
、

世
界
遺
産
の
原
爆
ド
1
ム
、
被
爆
者

の
岩
本
さ
ん
の
お
話
な
ど
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
て
、
今
ま
で
味
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
恐
怖
、
驚
き
、

悲
し
み
、
憤
り
・
・
・

と
大
き
な
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
こ
ん
な
体

験
は
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
で
す
。
た

め
息
ば
か
り
で
、

言
葉
で
表
現
す
る

こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
知
る
こ
と
の
大
切
さ
だ
け
は
、

本
当
に
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

学
校
の
先
輩
が
、
広
島
で
体
験
し

た
こ
と
を
、
葛
南
地
区
英
語
発
表
会

で
発
表
し
、
千
葉
県
中
学
校
英
語
発

表
会
の
代
表
に
な
る
な
ど
英
語
を
と

お
し
て
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
伝

え
続
け
て
い
ま
す
。

私
は
、

自
分
な
り
の
方
法
で
少
し

で
も
多
く
の
人
に
、
戦
争
は
、
二
度

と
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
地
球
上

か
ら
核
兵
器
を
す
べ
て
な
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

自
国
愛
さ
ん

(白
山
中
学
校
2
年
)

1
1
1
1
1
1
1
1
J

U
歳
で
被

一

企
爆
さ
れ
た
岩

.
h
邑
.

.

 

，，t
本
さ
ん
は
、

・
聞
鴻
鳴
いU
原
爆
投
下
後
、

aa

，.Bl
m
燃
え
る
よ
う

A
な
熱
い
体
を

川
の
水
で
冷

や
そ
う
と
し
て
い
る
友
達
と
出
会
い
、

川
へ
行
こ
う
と
誘
わ
れ
た
の
で
す
が
、

そ
の
手
を
強
く
振
り
払
い
、
先
生
か

ら
指
示
を
受
け
て
い
た
場
所
へ
逃
げ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
二
度
と
友

だ
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
岩
本
さ
ん
は
、

今
で
も
心
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
今
、
大
切
な
人

が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
気
持

ち
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ロ
歳
で
被
爆
の
後
遺
症
に

よ
る
白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
佐
々
木

禎
子
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。
禎
子
さ

ん
は
、
病
床
で
鶴
を
折
っ
た
そ
う
で

す
。
禎
子
さ
ん
は
そ
の
時
、
何
を
思

い
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
、
?
か
。
早

く
直
り
た
い
、
原
爆
が
憎
い
、

自
分

と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
、

核
兵
器
を
な
く
し
て
ほ
し
い
と
。
禎

子
さ
ん
の
思
い
を
一
人
で
も
多
く
の

人
が
、
解
り
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

世
界
中
の
人
々
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る

日
が
く
る
は
ず
で
す
。

私
の
願
い

「世
界
中
の
み
ん
な
が

笑
顔
で
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
」
が
実

現
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

早
野
優
遣
さ
ん

(湖
北
台
中
学
校
3
年
)

私
が
最
も

驚
い
た
こ
と

は
、
我
孫
子

に
被
爆
者
が

多
く
住
ん
で

い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

広
島
で
体
験
し
た
中
に
は
、

自
分

の
想
像
を
は
る
か
に
こ
え
る
よ
う
な

も
の
も
あ
り
、
戦
争
の
恐
ろ
し
き
、

平
和
の
尊
さ
、
命
の
大
切
さ
を
再
認

識
す
る
3
日
間
で
し
た
。
戦
争
は
、

二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
を
つ
く
づ
く
と
実
感
し
ま
し
た
。

被
爆
証
言
グ
ル
ー
プ
の
岩
本
さ
ん

の

「戦
争
と
は
、
人
聞
が
お
こ
す
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
止
め
る
の
も
人

間
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
し
っ
か

り
と
か
み
し
め
て
、
「
戦
争
は
ど
ん

な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
、
ど
ん
な
理
由

が
あ
ろ
、
?
と
、
絶
対
に
し
て
は
な
ら

な
い
」
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
世
代

に
伝
え
る
の
が
、
自
分
た
ち
の
役
目

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

広
島
派
遣
を
通
し
て
、
市
内
の
他

の
中
学
生
と
一
緒
に
行
動
し
、
体
験

し
、
協
力
し
あ
い
、
語
り
合
え
、
友

だ
ち
が
で
き
た
、
こ
の
す
ば
ら
し
い

体
験
を
と
お
し
て
、
自
分
の
世
界
が

大
き
く
広
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
私
た
ち
は
、
今
ま
で
以
上
に
平

和
の
尊
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
中

学
校
生
活
を
送
る
つ
も
り
で
す
。

圃

企
画
調
整
担
当

・
内
線
2
1
1

山中学般給霞巴我孫子産コシヒカリ

市内すべての小中学校の
給食のお米に、4月から我

菰子産コシヒ力リの使用を

始めました。

提案型公共サービス尽営化制度がスタート
より良い公共サービスを目指し、市が行っているす

べての事業を対象に、企業やNPOなどから民営化や
委託化の提案を公募。 3月にスター卜した全国初の試
みです。

~ぴHスtf3/Lートl之、源夜パス宅運行
あぴパスが1月から、 「新木J
「栄・泉・並木Jr船戸・台田Jの
3)レー卜に。9月からは、我孫子市

~栄町聞に深甚パスも。

男口共同拳画祭例t!7目1日スタート
女性も男性も一人ひとり力噂重され、個性や能力が十

分に発揮できる社会づくりを目指して条例を制定しまし

た。市と市民及び事業者が協力して男女共同参画社会の
実現に向けた取り組みを推進します。

け¥tきプラザガオーブン
市と県の複合施設が、8月1目、我孫

子駅南口にオープンしました。市民活動
や福祉、コミュニティ、文化の拠点、 市

民の吏流の場です。

2006年も残りわずかとなりました。1:年を振り返り、
我弼子市の10大ニュースをお知らせします。
固 広報室o7185-1269 

当
生活B全祭倒ガ4目1日スタート
犯罪や突通事故のない、 安全で安Ji)な地域社会の実現
に向けて、市と市民自治会、 事業者、関係機関、 教育

機関などカセ連携して取り組むことを定めた条例です。日

本一安全なまちを目指して制定しました。

第 1固アロハフエスタを開催
フラダンス団体やハワイアン

バンドが受流し、市民にハワイ

アンを楽しんでもらうため、7
月に市民体育館で開催しました。

9万人の署名を掻えてJR東日mヘ喜望
常磐線と成回線の利便性を求める署名活動を市内各駅

で行うとともに、 159自治会のご協力をいただきました。
集まった署名は9万人を超え、11月13日、JR東日
本ヘ提出し、その実現を強く求めました。

~'VH/H-ドフエスティH/LIZ5B8∞0人
ジャパンバードフエスティパ 均 drP3忠1，.-..1
jレを 11月3日.4目、市内6
会場で開催。全国に自然環境の

大切さをアピールしました。 幽観瞬

我孫子市自治基.祭倒棄を提案

主権者である市民の意思に基づいた自治体運営を行
う基本jレールとして、自治基本条例を9月定例市議会に

提案しました。「情報共有H市民参加H協働Jの原則、
市民の権利と議会・市長のあり方などを定めます。

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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我
孫
子
市
の
家
計
簿

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は、

2
0
0
5
年
度
決
算
と
2
0
0
6
年
度
上
半
期
の
収
支
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
た
め
、
侃
・

6
%
の
滅
と
な
り
ま

し
た
。
(
表
1
)

費
(
構
成
比

m
・
3
%
)
、
総
務
費

(口

・
5
%
)
、
土
木
費

(日・

7
%
)

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(表
2
)

O
性
質
別
歳
出
の
状
況

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人
件

費
(
構
成
比
却
・

5
%
)
、
物
件
費

(日

・
2
%
)、
普
通
建
設
事
業
費

(日・

1
%
)
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
(
表
3
)

扶
助
費
は
、
生
活
保
護
費
や
児
童

手
当
支
給
者
の
増
加
に
よ
り
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

普
通
会
計
決
算
と
は

-ー-
全
国
一
律
の
基
準
で
集
計
し
た
会

計
で
、
我
孫
子
市
で
は
一
般
会
計
と
、

特
別
会
計
の
、

2
っ
手
賀
沼
、
浄
化
事
業

特
別
会
計
と
公
共
用
地
取
得
事
業
特

別
会
計
の
3
会
計
を
合
算
し
た
も
の

で
す
。2
0
0
5
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、

歳
入
3
2
1
億
6
8
8
7
万
円
、
歳

出
3
0
2
億
1
5
5
0
万
円
と
な
り
、

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
四
億

5
3
3
7
万
円
は
2
0
0
6
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
し
た
。

~ 怠

歳
入
(
収
入
)

第1179号

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ

5
億
2

6
9
万
円

(
1
・
5
%
)
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

減
収
が
続
い
て
き
た
市
税
は
、
配

偶
者
特
別
控
除
の
廃
止
に
よ
る
市
民

税
の
増
収
な
ど
で
、
前
年
度
比
0
・

3
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
は
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
に
お
け
る
国
庫
補
助
負
担
蚕

の
削
減
に
伴
、
つ
税
源
移
譲
と
し
て
、

所
得
議
与
税
(
萱
品
措
置
)
が
増
額

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
却
・

0
%
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
繰
入
金
は
、
古
利
根
沼
の

取
得
や
近
隣
セ
ン
タ
ー
「
こ
も
れ
ぴ
」

の
完
成
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
な

ど
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
減
額
と
な
っ

歳
出
(
支
出
)

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ

7
億
2

4
2
4
万
円

(
2
・
3
%
)
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

。
目
的
別
歳
出
の
状
況

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
民
生

経

常

的

経

費

経
常
的
繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保

険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
の
各
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
大
幅
に
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、
高

39億6496万円 -16.2% 13.1 % 

-16.2% 13.1 % 39億6496万円計

野
山
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
や
天
王
台

地
区
の
排
水
整
備
を
進
め
ま
し
た
が
、

古
利
根
沼
の
取
得
や
近
隣
セ
ン
タ
ー

「
こ
も
れ
ぴ
」
の
建
設
が
終
了
し
た

こ
と
な
ど
で
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

V表 12005年度普通会計歳入(収入)決算

区分 内 容 支出済額構成比

市 税市の疲入の中心で、市民税、固定資産税、軽自劃車税などがあります 168億1976万円 52.3%
地方議与税特械となる慨をいったん国税として倣し、市に鰻与されます 8億1815万円 2.5% 
利子割交付金預金などの利子所得の掛見に対して県から交付されます 9736万円 0.3% 
地方消費税交付金消費税の1%分が附見として徴収され、その2分の1が交付されます 9億5970万円 3.0% 
地方特例交付金値久的減税による市税の減収額の一部を機てんするために交付されます 7億6436万円 2.4% 
自動車取得税交付金道路関係費用に充てる財源として県から交付されます 2億5847万円 0.8% 
その他交付金ゴルフ跡周混交通安鮒筑配当茸縁鵡譲踊輔の奇鮒金の舗です 2億2096万円 0.7% 
地方交付税地方自治体の財源として、国が使い方を特定せずに交付します 12億6728万円 3.9% 
分担金・負担金特定の事業により利益を受ける団体や個人から徴収します 2億7376万円 0.9% 
使用料・手数料市の施設利用や行政サービスに対する料金として徴収します 7億7328万円 2.4% 
国・県支出金固や県から特定の事業を実施するために交付されます 35億7369万円 11.1% 
繰 入 金強力的な資金運用を行うため、基金などから繰り入れます 5億4855万円 1.7% 
繰 越 金前年度の決算で生じた剰余金のうち、 2∞5年度の疲入になるものです 17億3182万円 5.4% 
市 債市の事業や財政運営のために国や金融樋関等から借り入れる資金です 34億3780万円 10.7% 
そ の 他財産収入、寄付金、鰭収入の合計です 6億2393万円 1.9% 
合 計 3211建6887万円 100.0%

V表2 2005年度普通会計歳出(支出)目的別決算

区分 内容

議 会 費議会の湖に要する経費で、誼員の欄や語会事務に使われます

総 務 費市の観的経費と、勝セント、交通対策など他に区分できない経費です

民 生 費高齢者や障害者、児童などの社会措祉に使われます

衛 生 費病気予防のための各種検診、環境対策、ごみ処連などに使われます

労 働 費失業対策や雇用但進などに使われます

農林水産業費地鹿島消の推進など鰻業振興や鰻業委員会の運営に使われます

商 工 費献や工業の願、祖先事業、消能活の改善などに使われます

土 木 費道路や公園の整備、排水対策な目指直なまちづくりに使われます

消 防 費防火や救急業務など市民生活の安全を守るために使われます

教 育 費小・中学校の運営や祉会教育事業、図書館などに使われます

公 債 費市債として借りた資金に利子を付けて返済するものです

合計

支出済額 構成比

3億5266万円 1.2% 
52億8695万円 17.5% 
88億切77万円 29.3% 
28億5189万円 9.4% 
2081万円 0.1% 
2億9183万円 1.0% 
2憶6758万円 0.9% 
411値切57万円 13.7% 
14億2730万円 4.7% 
411億0699万円 13.6% 
26億0815万円 8.6% 
302億1550万円 100.0%

有価証券・出資

額ち

基金

⑧ 

土地
市が所有する

@ 産財
20憶4146万円33懐9276万円604憶9749万円275健日39万円

占与

[用語の解説l
※経常的経費…毎年持続して固定的に支出される経費。

※義務的経費…支出が義務づけられた経費。
※扶助費…社会保障制度の一環として法令などに基づき支出す
る経費(児童手当、児童扶養手当、生活保護費など)。
※補助費等…補助金や負担金、報償費、公課費などの経費。
※普通建設事業費…道路、公園、公共施設の新・増設などの建
設事業に要する経費。

-2.3% 302億15田万円 1∞.0%計

『市
債
現
在
高
と

清
務
負
担
行
為
未
払
い
残
高

普
通
会
計
の
市
債
現
在
高
は
、

2

7
0億
2
6
1
7
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

債
務
負
担
行
為
は
、
工
期
が
数
年

に
わ
た
る
工
事
の
一
括
契
約
や
、
土

地
等
の
分
割
購
入
な
ど
で
、
将
来
に

わ
た
る
支
払
い
を
約
束
す
る
も
の
で
、

債
務
負
担
行
為
残
高
は
却
億
5
8
6

5
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
指
標

普
通
会
計
決
算
を
も
と
に
、
財
政

状
況
を
分
析
す
る
各
種
指
標
を
算
出

す
る
と
、

表
4
の
と
お
り
で
す
。

市
民
の
負
担
状
況

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
税
の
負
担
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市民一人あたり

& 
12万6901円 32万6009円

1ft _ 
人口・世帯数1!2∞6年3月31日
現在(外国人登録者を含む)

一世帯あたり

V表4 財政指標位。05年度)

区分 我孫子市

財政力指数 0.924 
経常収支比率 95.7% 
実質公償責比率 10.2% 
公債費負担比率 10.2% 
将来債務比率 147.4% 

[用語の解説]
※財政カ指数…地方公共団体の財政力を示す指数。 1に近いほ
ど財源に余裕があり、 1を超えると固から普通交付税が交付
されない。

※経常収支比率…財政構造の弾力性を判断する比率。 100%に
近いほど財政の弾力性はなくなる。

※実質公債費比率…国が2005年度決算から導入した指標で、
借入金の返済額が収入に占める割合。一般会計、特別会計、

公営企業などすべての借入金を含む。 18%を超えると地方
債発行に県の許可が必要になる。

※公債費負担比率…地方債(市憤)の償還・利払いに充てられ

た一般財源の割合。 15%を超えると黄色信号とされている。
※将来債務比率…地方債・債務負担行為の返済の一般財源の様

準規模に対する割合。数値が大きいほど財政が硬直化する危

険性が高いといわれる。

東葛6市平均

0.894 
ぬ7%
14.4% 
13.1 % 
197.0% 

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。

手
賀
沼
浄
化
事
業
特
別
会
計
と
公

共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
は
、
普

通
会
計
決
算
と
し
て
一
般
会
計
と
合

算
し
て
い
ま
す
が
、
残
る
5
つ
の
特

別
会
計
の
決
算
は
表
5
の
と
お
り
で

す。
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
市

債
残
高
は
1
5
3億
1
3
2
万
円
で

す。

2005年度特別会計決算

収入済額支出済額

国民健康保険事業98億9印7万円 97億7982万円

老人保健事業76億6480万円76億4305万円

介撞保険事業44億9225万円44億5414万円

公共下水道事業 34億7440万円 30億印77万円

封由区画整理事業

V表3 2005年度普通会計歳出(支出)性質別決算

区 分 支出済額構成比対前年度比

義人 件 費 92億1959万円 30.5% -1.5% 
整扶 助 費 35億54釘万円 11.8% +5.4% 
雇公 償 責 26億0815万円 8.6% -2.6% 
費( 小 計 ) 153億8271万円切.9% 一0.2%
物 件 費 54憶9421万円 18.2% -1.9% 
維持補修費 2億6589万円 0.9%一17.8%
補助費等 14億8699万円 4.9% -5.8% 
経常的貸付金等 1億1030万円 0.4% -12.0% 
経常的繰出金 21億3954万円 7.1%+ 16.2% 
( 小 計 ) 248億7964万円 82.4% 0.0% 

積 立 金 2億7217万円 0.9%+24.8% 
挽資・出資・貸付金(経常的なものを除() 8798万円 0.3% + 5.6% 
繰出金(経常的なものを除く) 10億1075万円 3.3% -1.6% 

芸普通建設事業費
的

護(

分

V表5

区

水
道
事
業
会
計
は
、
公
営
企
業
と

し
て
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す。
2
0
0
5
年
度
の
給
水
戸
数
は
4

万
7
9
1
7
戸
で
、
給
水
量
は
1
3

3
0万
4
9
0
5
ぽ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
債
の
ひ
と
つ
で
あ
る

水
道
企
業
債
現
在
高
は
詑
億
8
7
0

3
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
決
算
は
表
6
の
と
お

り
で
す
。

2005年度水道事業会計決算

分

自道事室刈側万円

水道事業 26億7247万円
費用

水道施設の収 入 3億8012万円
建設に係る
収 支支出 8億2031万円
※決算額は消費税込みの金額です。

決算額区

水道事業経営に

係る収支

V表6

1961万円

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko

7241万円

包 は「あぴこ楽校jの事業です。
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指定

2005年度決算を
家庭の家計簿に例えると

~ -

2005年度の普通会計決算額を 10万分の11;:縮小し、

1力月の家庭の家計簿のようEまとめてみまし走。
ム一
A

計

2
0
0
6
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ

0
・
2
%

減
の
3
0
5
億
7
1
0
0万
円
で
し

た
が
、

9
月
の
市
議
会
で
8
2
0
0

万
円
の
減
額
補
正
を
行
い
、

3
0
4

億
8
9
0
0
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳
入

で
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
当

初
見
込
み
額
を
超
え
た
た
め
5
億
7

1
3
1万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。 収入(総額32万1689円)

維収入(諸収入、寄付金など)
6239円(1.9%)

預金からの引き出し
(繰入金)
5486円(1.7%)

親戚などからの仕送り
(国・県支出金など)
6万2435円(19.4%)

給料や預金からの引き出しなどを自主財源といい、ローンの借り

入れや仕送りを依存肘酒といいます。自主財酒の割合力清い方が、

やりくりがしやすくなります。我孫子市では、おおむね65%が自

主財酒、 3596が依存財源になっています。

先月(市では前年度)と比べると、「前月からの繰り越しJや「雑
収入Jなどが増え、「預金からの引き出しJや「車・住宅ローンの
借り入れJなどカ鳴っています。

支出(総額30万2155円)

会社からの給料
(市税など)
17万2690円
(53.7%) 

パート・家賃収入
(使用料、手数料、分担金など)
1万0470円(3.3%)

前月からの繰り鍾し
(繰越金)

1万7318円(5.4%)

車・住宅ローンの
借り入れ(市僕)
3万4378円(10.7%)

預金(積立金、貸付金など)
4705円(1.6%)

車・住宅ローンの返済
(公儀費)

2万印刷円(8.6%)

子どもへの仕送り
(繰出金)
3万1503円(10.4%)

互助会からの配当金
(地方交付税)
1万2673円(3.9%)

普
通
交
付
税
と
地
方
特
例
交
付
金

は
当
初
見
込
み
額
を
下
回
っ
た
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
1
億
4
6
3
9
万
円
、
-

億
4
5
1
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
8

億
円
の
う
ち
4
億
6
0
0
0
万
円
を

繰
り
戻
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
支
給

に
1
4
4
6
万
円
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
に
1
0
4
3
万
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

上半期に行った

主な事業の鞠待状況

。自治会集会所整備事業

等補助…2091万円

。道路の維持補修..1億

1392万円

。並木地区の排水路改修

…1億6132万円
。泉地区の管内貯留整備

…4548万円

。市営住宅小暮団地の用

地取得…1億円
。我孫子駅前・北口土地

区画郵里…7819万円

{Q})J¥・中学校校舎大規模

改造…1信1157万円

計
繰
出
金
を
1
億
5
0
0
0
万
円
減

額
し
ま
し
た
。

上
半
期

(
2
0
0
6
年
4
月
1
9

月
)
の
収
支
状
況
は
表
ア
、

実
施
し

た
主
な
投
資
的
事
業
は
右
記
の
と
お

り
で
す
。

別

ム一
A

特公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債
の
一
部
を

低
金
利
の
市
債
に
借
り
替
え
る
こ
と

を
国
が
認
め
た
た
め
、

6
月
に
急
き

ょ
7
0
6
0
万
円
の
借
り
替
え
を
行

V表7 2006年度上半期一般会計収支状況
歳入(収入)

区分 予算額 収入済額

市 税 167億4592万円 86億2459万円

地方議与税 111邸39万円 5億0452万円

利子割交付金 80∞万円 2倒4万円

地方消費税交付金 10億印00万円 5億90日万円

地方特例交付金 5億7049万円 5億7049万円

その他の交付金 4億2800万円 1億3997万円

地方交付税 8億6361万円 6億3邸O万円

分担金 ・負担金 5億3991万円 2億O錦8万円

使用料 ・手数料 5億1980万円 2億4616万円

固・県支出金 35億3226万円 9億5184万円

繰入金 7億4311万円 O円

繰 越 金 10億7431万円 10億7431万円

市 債 28億3560万円 O円

そ の 他 3億3960万円 9418万円

合 計 304億8900万円 136億7471万円

※片側自の交付金jはゴルフ場利用税、自制草取得税、交
通安全1棟、配当刻、検式等譲渡所得割の各交付金の合計。
※「そ州自JIj財産収入、寄付金、諸収入の合計。

歳出(支出)

区分

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公償責

予備費

合計

予算額

3億6945万円

46億5101万円

96億4ω6万円

27億9475万円

3億2659万円

2億8948万円

42億4326万円

15億3227万円

40億2734万円

25億3744万円

7645万円

ぬ4億8900万円 130億4516万円

支出済額

1億8341万円

20億94閃万円

48億5882万円

10億90∞万円

1億00日万円

2億0712万円

11償却邸万円

7億1005万円

16億2269万円

10億5166万円

家のit改築、車の園町入
(普通建設事業費)
3万9649円(13.1%)

生活費や医療費・学費などの割合力鳴いと、お金が急に必要なと

きに困ります。高齢社会の進展などの影響で、義務的経費が年々 増

えてきています。

先月(市では前年度)と比べると、 「子どもへの仕送りJや「医
療費、学費などJなどが増え、「家の増改築Jや「車の購入J、「日
用品・食費などの生活費Jなどが減っています。
収入と支出の差額1万9534円は、翌月(翌年)ヘ繰り越します。

医療費、学費など
(扶助費)

3万5550円(11.8%)
い
ま
し
た
。

9
月

2
街
市
議
会
に

お
い
て
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
伴
、
っ
繰
越
金
の
増
額
と
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
の
減
額
を
行
い
、

総
額
で
8
1
0
4
万
円
を
増
額
し
ま

し
た
。国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
高
額
医
療
費
の
交
付
基
準
の
改

正
や
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の

新
設
な
ど
に
よ
り
歳
入
が
増
え
、

3

億
7
3
3
1
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

計

支出済額

42億1686万円

31億6514万円

19億3194万円

8億6128万円

的3万円

2719万円

0円

V表8 2006年度上半期特別会計収支状況

区分 予算額収入済額

由民健康保険事業 110億日31万円 44億6448万円

老人保健 71億8700万円 33億8お3万円
介護保険回億4011万円 22億4705万円

公共下水道事業 31億9164万円 10億8324万円

土地区画整理事業 5800万円 5322万円

公共用地取得事業 5420万円 2719万円

手賀沼浄化事業 4840万円 4840万円

市
で
は
2
0
0
7
年
度
の
予
算

案
編
成
過
程
で
、
新
規
事
業
に
つ

い
て
ど
の
事
業
を
採
択
す
る
か
し

な
い
か
市
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
で
公

開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
し
ま
す
。

市
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

限
ら
れ
た
予
算
で
す
べ
て
の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

こ
の
た
め
、
事
業
の
目
的
や
必

要
性
、
事
業
費
な
ど
を
明
ら
か
に

特
別
会
計
の
上
半
期
の
収
支
状
況

は
表
8
の
と
お
り
で
す
。

水

道

事

業

会

計

2
0
0
6
年
9
月
末
現
在
の
給
水

人
口
は
ロ
万
4
1
9
5
人
で
、
水
道

普
及
率
は
句
・

9
%で
す
。

給
水
量
6
7
2万
7
8
4
6
d
の

う
ち
料
金
収
入
の
あ
っ
た
水
量
は
6

3
5
万
4
2
2
3
d
で
、
そ
の
割
合

は
似
・

4
%で
す
。

水
道
施
設
の
建
設
に
係
わ
る
資
本

的
支
出
の
主
な
も
の
は
、
企
業
構
の

償
還
元
金
で
す
。
上
半
期
の
収
支
状

況
は
、
表
9
の
と
お
り
で
す
。

V表92006年度上半期水道事業会計収支状況

予算額執行済額

水道事業経営に水道事業収益 29儀1231万円 14億1770万円

係る収支水道事業費用 26儀4245万円 12億2966万円

分区

水道施設の収
建設に係る
収 支支 出 12儀7178万円 119896万円

※予算額と執行済額は消費税込みの金額です。

8324万円3儀4ぬ9万円入

し
、
事
業
採
択
の
透
明
性
を
高
め
、

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

ホ
I
ム
ペ
I
ジ
掲
載
日
程

。
ロ
月
中
句
・:
各
部
署
か
ら
出
さ
れ

た
す
べ
て
の
新
規
事
業
一
覧
表
(
約

1
5
0
事
業
の
概
要
や
予
算
要
求
額

な
ど
で
、
企
画
調
整
室
が
優
先
度
を

3
段
階
に
分
類
)

。
ロ
月
下
旬
・・・
事
業
の
優
先
度
を
精

査
し
た
一
覧
表
(
企
画
調
整
室
が
優

先
度
を
さ
ら
に
絞
り
込
み
、

4
段
階

に
分
類
)応募状況と抽選結果Cオォパンあびこ市民同l

。
2
0
0
7
年
1
月
中
句
・・・
市
長

に
よ
る
事
業
採
択
の
一
覧
表

。
2
月
上
旬
:
・事
業
採
択
の
一
覧

表
(
最
終
結
果
)

。
2
月
下
旬
・・・
事
業
採
択
し
た
事

務
事
業
評
価
表
(
最
終
決
定
額
に

合
わ
せ
た
表
)

※
公
表
資
料
は
、
市
役
所
行
政
情

報
資
料
室
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

圃
企
画
調
整
担
率
一
宮
7
1
8
5

.
1
4
2
6
 

V 個人年齢別
年齢 応募数 当選数 当選金額
20-29歳 17通 4通 400万円
30-39歳 50通 13通 940万円
40-49歳 49通 10通 780万円
50-59歳118通 25通2050万円
60-69歳218通 44通3820万円
70-79歳 96通 19通 1790万円
80-89愈 10通 2逸 200万円
90歳以上 1通 0通 。
合計 559通117逸 9980万円

時金額応募数 当選数 当選金額

10万円 27通 4通 40万円

20万円 24通 6通 120万円

30万円 10通 1通 30万円

40万円 2通 1ii 40万円

50万円 61通 15通 750万円

60万円 2通 1通 60万円

70万円 3通 1通 70万円

80万円 2通 0通 。
90万円 0通 0通 。
100万円 429通 89通8890万円

合計 560通118通 1億円

V 金額別
小-中学校の大規模改造事業

のため発行した「オオパンあぴ

こ市民債Jは、最終的に有効応
募数560通、 4億7570万円

でした。多数のご応募をいただ

きありがとうございました。

10月19日に公開抽選を行

い、当選された 118人(キャ

ンセル5人、補欠当選者6人)

の方に購入していただきました。

鴎状況と抽選結果は、臓

のとおりです。

固財政担当・内線236
※1∞万円の当選者のうち、最後の
当選者は90万円分当選。

ζ剰嗣(f;eぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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備
部
包〉
@ 
企?

テ

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。

各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
お
も
ち
ゃ
コ
レ
ク
タ
I
北
原
照
久
さ
ん

ト
ー
ク
シ
ョ
I
&
サ
イ
ン
会

日
ロ
月
日
日
出
U
時
開
演

所
ア
ピ

イ
ホ
1
ル

内
「
夢
の
実
現
ツ
キ

の
叩
ヶ
条
」

費

無
料

圃
ア
ピ
イ

ク
オ
1
レ
宮
7
1
8
2
・
1
3
5
1

ア
ピ
イ
ク
オ
I
レ
新
春
特
別
イ
ベ
ン
ト

宝
玉
の
大
洋
画
ポ
ス
タ
ー
展

日
ロ
月
沼
田
ω
w
s
m
w
年
1
月
6
日
回

目
時
i
m時
(
最
終
日
は
日
時
ま
で
)

所
ア
ピ
イ
ホ
1
ル

内
懐
か
し
い
ポ

ス
タ
ー
、
珍
し
い
貴
重
な
ポ
ス
タ
ー

1
2
0枚
の
展
示

費
無
料

圃
ア

ピ
イ
ク
オ
l
レ
宮
7
1
8
2
・
1
3

" 
窃

5 
1 

第 1179号

第

1
固

い

シ
ル
バ
ー
活
き
活
き
コ
ン
サ
ー
ト

日
ロ
月
辺
日
凶
明
日
時
i
日
時

所
市

民
プ
ラ
ザ

内
シ
ル
バ
ー
キ
ー
ボ
ー

ド
合
奏
と
童
謡
の
合
唱

出
・
主
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ル
キ
1
合
奏
会
、

我
孫
子
童
謡
を
歌
h

つ
会

費
無
料

圃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ル
キ
1
合
奏

会
・
福
原
8
7
1
8
4
・
4
7
1
2

ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者

生
水
敬

一
朗
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

目
白
年
1
月
U
日
側
同
時
開
演

所

ア
ピ
ス
タ

内
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー

ガ

ニ

短

調

(
J
-
S
バ
ッ
ハ
)
、

ペ
1
ル
ギ
ユ
ン
ト
第
一
組
曲
か
ら

「
朝
」
(E
・
グ
リ
l
ク
)
、
お
の
室

内
楽
風
タ
ン
ゴ
か
ら

(
R
・
パ
ル
レ

ツ
タ
)
ほ
か

出
生
水
敬
一
朗
さ
ん

費
全
席
自
由
1
0
0
0
円
(
前
売
り

9
0
0
円
)
、
小

・
中
学
生
5
0
0

日
・
:
日
時

所
・・・場所

円

チ

ケ
ッ
ト
販
売
所
あ
っ
ぷ
る

(
湖
北
台
)
、
荒
井
筈
庖
(
天
王
台
)
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
(
我
孫
子
)
、
カ
ル

ロ
ス
森
下
タ
ン
ゴ
ア
カ
デ
ミ
ア
事
務

局
(
湖
北
台
)

圃
カ
ル
ロ
ス
森
下

宮

0
9
0
・
3
6
9
7
・
5
8
4
9

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
ロ
月
お
日
例
日
時
i
M時
(
予
定
)

所
け
や
き
プ
ラ
ザ

内
合
唱
(
我
孫

子
第
四
小
学
校
)
、
吹
奏
楽
(
白
山

中
学
校
)
、
津
軽
三
味
線
、
落
語
、

舞
踊
ほ
か

費
5
0
0
円
(
空
く
じ

な
し
の
福
引
き
っ
き
)

圃
我
孫
子

商
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8

5
・
5
1
1
7
(側
・
附
・
働
の
み
)

閃
年
度
我
孫
子
市
民
文
化
祭

演
劇
公
演
(
一
般
参
加
の
部
)

日
ロ
月
お
日
鯛
凶
時
開
演

所
市
民

会
館

内
宮
沢
賢
治
原
作
童
話
劇

「な
め
と
こ
山
の
熊
」

〈
賢
治
と
遊

ぶ
〉
、
大
人
も
子
ど
も
た
ち
と
、
い

か
に
生
き
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
提
供

出
劇
団

わ
か
ぱ
費
無
料

圃
教
育
委
員
会

文
化
課
宮
7
1
8
5
・
1
6
0
1

第
包
囲
懐
メ
ロ
の
集
い

目
白
年
1
月
日
日
回
目
時
却
分
開
演

所
湖
北
地
区
公
民
館

内
昭
和
mw
年

ま
で
の
懐
か
し
い
歌
を
唄
い
、
踊
り

や
合
唱
、
ク
イ
ズ
を
交
え
て
楽
し
み

ま
す
費
無
料
圃
阿
部
宮
0
9
0

.
Q
u
n
u
Q
U
3
4
・

ヴ

'
Q
U
つ
臼
ヴ
'

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

湖
北
台
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
ロ
月
お
日
細
目
時
初
分
開
演

所

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
・
出
①

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
の
世
界
「
椿
姫
第

一
幕
へ
の
変
奏
曲
」
ほ
か
・
:
大
久
保

光
哉
さ
ん
(
指
揮
)
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
・

マ
ン
ド
リ
1
ノ
②
歌
曲
・
魅
惑
の
世

界
「
愛
は
限
り
な
く
」「
ヴ
ォ
ラ
l
レ
」

ほ
か
:
・
三
原
ミ
ユ
キ
さ
ん
(
歌
)
、

中
村
ヨ
シ
ミ
ツ
さ
ん
(
ギ
タ
l
)
③

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
&
ク
リ
ス
マ
ス
・
ソ

ン
グ
「忘
れ
な
草
」「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」

ほ
か
④
特
別
ス
テ
ー
ジ

(日即時
j
)
・

日
本
の
歌
、
ラ
テ
ン
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
タ
ベ
:・
三
原
ミ
ユ
キ
さ
ん
(
歌
)
、

中
村
ヨ
シ
ミ
ツ
さ
ん
(
ギ
タ
1
)

費
①
i
③
晶
…
料
、
④
1
5
0
0
円

申
・
圃
④
の
み
会
費
を
直
接
窓
口
に

持
参
し
て
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮

7
1
8
7
・
1
1
2
2

参
加
し
て
み
ま
世
ん
か

包

だ
ん
ろ
の
あ
る
お
は
な
し
会

日
ロ
月
包
日
側
①
凶
時

S
U時
却
分

②
日
時
i
日
時
初
分
所
市
民
図
書

館
(
ア
ピ
ス
タ
内
)

内
ロ
月
お
日

鯛
・
U
A
日
制
に
お
は
な
し
の
へ
や
の

だ
ん
ろ
に
火
が
と
も
り
ま
す
。
大
き

な
ツ
リ
l
と
だ
ん
ろ
の
ま
え
で
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
す

対

4
歳
1
9
歳
く
ら
い
の
方
、
当
日
先

着
各
回
初
人
程
度

費
無

料

圃

市

民
図
書
館
宮
7
1
8
4
・
1
1
1
0

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す

パ
ソ
コ
ン
講
習

田
町
年
1
月
日
日
制
i
2月
2
日
働

9
時
S
M時

(土

・
日
曜
日
を
除
く
。

全
日
日
間
)

所
富
士
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
専
門
学
校
(
北
小
金
駅
南
口
下
車

徒
歩
約
3
分
)

対
市
内
在
住
の
日

歳
か
ら
臼
歳
で
全
日
程
参
加
で
き
る

方、

U
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽

選

)

費
1
6
0
0
円
(
テ
キ
ス

ト
代
。
交
通
費
別
途
)

申
・
圃
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
町
村
旬
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先
を
明
記

し
、
ロ
月
沼
田
必
着
で
一T
2
7
0
l

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

8 市 1
8 シ 1
1レ 2
2 ノて 1 
2 1 中
O 人峠
O キ寸 2 
セ 6
ン O
タ 7
1件s
g 我
7 孫
1 子

手
造
り
味
噌
講
習
会

田
町
年
1
月
お
日
同
9
時

1
日
時

所
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

対
先

着
8
人

費

2
6
0
0
円

(約
4
勾

の
味
噌
を
持
ち
帰
り
)

申
・
圃
ロ

月
げ
日
か
ら
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ

ぴ
で
申
込
用
紙
に
記
入
宮
7
1
6
5

-
2
0
1
1
 

第
6
回
そ
ば
打
ち
教
室

田
町
年
1
月
幻
日
側
、

2
月
四
日
側
、

3
月
4
日
冊
目
時

5
日
時
所
近
隣

セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

内
初
心
者
向

け
そ
ぱ
打
ち

対
全
日
程
参
加
で
き

る
中
高
年
の
方
、

6
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
費
1
回
1
0

0
0
円
持
三
角
材
、
エ
プ
ロ
ン
、

タ
オ
ル
、
箸
、
持
ち
帰
り
容
器
(
ク

ッ
キ
ー
缶
の
よ
う
な
も
の
)

申
・

圃
往
擾
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
ロ
月
初
日
必

着
で
〒
2
7
O
l
l
l
4
4東
我
孫

子
1
の
引
の
お
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も

れ
ぴ
8
7
1
6
5
・
2
0
1
1
(叩

時
i
U時
)

我
孫
子
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

お
正
月
の
い
け
夜
講
座

日
ロ
月
mm
日

ω日
時
初
分

i
H時
初

分
、
日
時
S
M時

所
け
や
き
プ
ラ

ザ
内
我
孫
子
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

各
回
先
着
加
入

費
2
0
0
0
円

(
材
料
代
)

持
ハ
サ
ミ

申
・
圃

電
話
で
我
孫
子
商
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
宮
7
1
8
1
・
1
0
1
1

犬
の
し
つ
け
教
室
&
相
談
会

目
白
年
2
月
お
日
冊
目
時

i
u時

所
ア
ピ
ス
タ

対

ω人
費
無
料

申
・
圃
電
話
で
細
日
本
愛
玩
動
物
協

会
千
葉
県
支
部
・
川
岸
宮
0
4
7
・

3
2
0
・
4
1
2
1

※
県
議
後
、
希
望
者
の
方
に
は
犬
と

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

の
し
つ
け
実
技
指
導
も
あ
り
ま
す
。

日
し
つ
け
実
技
①
3
月
3
日
出
(
雨

天
時
4
日
)
し
つ
け
実
技
②
口
日
出

(
雨
天
時
四
日
)
日
時
i
ロ
時

所

手
賀
沼
公
園
費
資
料
代
実
費

中
高
年
ス
キ
I
教
室

田
町
年
1
月
お
日
同
却
時
市
役
所
正

面
玄
関
前
出
発

sm日
制

所
山
形

県
蔵
王
温
泉
ス
キ
l
場
対
中
高
年

の
方
、
先
着
mw
入

費
3
万
2
0
0

0
円

(
リ
フ
ト
券
、
昼
食
別
途
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に

「
中
高
年
ス
キ
1

教
室
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2
7

O
l
l
l
5
2
緑
2
の
3
の
お
渡
辺

忍
宮
0
9
0
・
5
3
4
8
・
3
0
3

3
 根
戸
っ
子
も
ち
つ
き
大
会
・

小
学
生
書
き
初
め
展

日
・
内
町
年
1
月
8
日
細
目
時
i
ロ

時
・:
も
ち
つ
き
大
会
、
日
時
5
日
時

:・
書
き
初
め
展
、
日
時
j
日
時
:
・
子

ど
も
ゲ
1
ム
大
会

所
・
圃
根
戸
近

隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
3
・
5
3
6

3 ※
寧
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

し
vあ
び
こ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
サ
ー
ク
ル
講
演
会

一モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
生
活
と
文
化
」

田
町
年
1
月
日
日
出
H
時
i
v即
時

所
ア
ピ
ス
タ

内
「
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧

民
の
生
活
と
文
化
」、

講
師
:・
吉
田

順
一
さ
ん
(
早
稲
田
大
学
教
授
)

対
先
着
回
入
費
無
料

申
・
圃
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
佐
々
木
宮
附
7
1

8
4
・
0
7
3
1

ぼ
し
ゅ
う

我
孫
子
市
ふ
る
さ
と
産
品
推
奨
晶

我
孫
子
の
お
土
産
品
と
し
て
、
さ

ら
に

「
ふ
る
さ
と
産
品
」
を
広
げ
て

い
く
た
め
、

「伝
統
の
味
と
匠
の
技
」

に
培
わ
れ
た
産
品
を
募
集
し
ま
す
。

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

我
孫
子
市
の

「
ふ
る
さ
と
産
品
」

は
、
現
在
6
産
品
で
す
。

こ
の
産
品

は
、
ふ
る
さ
と
産
品
育
成
協
議
会
か

ら
推
奨
を
受
け
、
誇
り
と
自
信
を
持

っ
て
販
路
開
拓
事
業
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
切
年
1
月
日
日
側
ま
で

申
・
圃
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
告
7
1
8

3
・
1
1
3
0
(
土
・
日
・
月
曜
日
、

祝
日
は
お
休
み
)

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

M
O
N
S
T
E
R
出
演
者
・
観
覧
者

目
白
年
2
月
四
日
倒
U
時
開
演

所

け
や
き
プ
ラ
ザ

。
出
演
希
望
者
:
・
対
小
・

中
学
生
、

高
校
生
、
一
般

(
2部
制

)

費
1

人
2
0
0
0
円

審
査
員

m
i
c
k

E
y
、
Y
O
S
H
I
0
、
Y
O
R
I

賃
金
各
部
1
位:・
3
万
円
、

2
位:・

2
万
円
、

3
位:・
1
万
円

。
観
覧
希
望
の
方
・
・
・
費
2
0
0
0
円

(
前
売
り
1
5
0
0
円
、
満
3
歳
未

満
は
無
料
)

申
・
圃
電
話
か
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
上
で

Y
・
O
D
A
N
C
E
S
T
U
D

I
O
B
0
9
0
・
2
9
1
2
.
9
9

2
4
ホ
l
ム
ペ

l
ジ『
F凶昆件芹件刷唄uHい¥
¥
釦

σ』野』W内

。2.--同貝く
s。gロ凹
丹

g命
円
貝
¥
携
帯
サ
イ
ト
押
y凶

件芹件匂唄一、¥ミ¥白

σ豆』安

FWz
内

8。.』
5
¥
5
8
2
0門
会
¥

小
学
生
i
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣

期
間
3
月
下
旬
5
4月
上
旬
の
凶
日

s
u日
間
程
度

派
遣
先
①
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
②
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
③

カ
ナ
ダ
④
イ
ギ
リ
ス
⑤
ア
メ
リ
カ
⑤

フ
ィ
ジ
1

対
小
学
校
3
年
生
j
高

校
3
年
生
の
聞
で
派
遣
先
に
よ
り
異

な
る
、
①
記
入
②
i
⑤
各
加
入
⑤
白

人
い
ず
れ
も
先
着
費
包
万
8
0
0

0
円
j
話
万
円

申
・
圃
申
し
込
み

用
紙
を
請
求
し
、
必
要
事
項
を
記
入

し、

mw
年
2
月
5
固
ま
で
に
〒
1
6

0
1
0
0
0
4
東
京
都
新
宿
区
四
谷

2
の
日
大
村
ピ
ル
3
階
側
国
際
脅
少

年
研
修
協
会
宮
偲・

3
3
5
9
・
8

4
2
1
 

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

たんぼの復田作業の参加者募集

5反lO円

3反lO円

3反lO円

到す時間午前10時から午後6時
定員各講座15人(応募者多数の場合は抽選)
申し込み・圃 窓口、または電話かファクス
で12月25日までに市民プラザ07183-2111
開7183・5300ヘ

1/2410時羽分~

4単元H/2510E分~

1/2513時~
デジタル1 11/21 10時羽分~
カメラ講13単元11/2113時~
座 | 府Z古事
お楽しみ講I I1/3010時羽分~
座(チラシ13単元11/3013P寺~
作成) 1 町古官房=

-
遇措
m

b
f
t
F
 

、
/
ツ

イ
ネ
座

講座名 l単元数| 日時

1パ510時30分~
3単元11/1513時~
1/1610時3ゆ分~
1/2710時30分~
1/27 13時~

5単元11/2715時~
1/2810時3ゆ分~
1/28 13時~
1/16 13時~
1/1710時3ゆ分~

5単元11/1713時~
V1910時30分~
1/19 13時~

※1単元は90分。受講料lは教材費、通信費を含む。
※お楽しみ講座l品、ワード2003講座を修了した方対象。

畳講料

3500円

8000円

パソコン
入門講座

ワード
2003講
座

市では、岡発戸 ・都部の谷津を舞台に、昭和30年代の農村

環境の復元をめざした谷津ミュージアム事業を進めています。

今年度は、かつての谷津田で行われていた伝統的農業を体

験する「たんぽ広場整備事業Jの一環として、放棄された水
田を復田していく作業を行います。

米作りや田んぽ作りに興味のある方、谷津の自然に興味

がある方はぜひご参加ください。

8000円
工クセル
2003講
座

日時 07年1月27日凶"'3月31日出の毎週土曜日9鴎30分'"12鴎(土曜日以外
の場合もあり)

内容 軽作業(田起こし、ヨシなどの除去、畦づくり、土水路づくりなど)

申し込み・固 ハガキ、電話、ファクス、 Eメールのいずれかで住所、氏名、電
話番号を明示し1月15日必着で〒270・1192市御秤賀沼諜(住所省略可)・内

線465剛7186・5222EメーMeganuma@city.abilくo.chiba.jp

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp回 は「あびこ楽校Jの事業です。
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ち
び
っ
こ
探
肇
校
ヨ
ロ
ン
島

号
¥
印
可
O
N
OW
C
¥
巾

15
ロ
凹
ゆ
く
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
1
ド
可
)
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、

的w
年
1
月
お
日
必
渚
で
干

2
6
0
1
0
0
2
4
千
葉
市
中
央
区

中
央
港
1
の
日
の
1
千
葉
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
E
0

4
3
・
2
4
6
・
2
1
8
0
m
0
4

3
・
2
4
6
・
6
9
6
9
E
メ
l
ル

n
n
g
@
n5
8
 

柴
崎
柔
道
ク
ラ
ブ
練
習
生

日
・
所
毎
週
火

・
土
・
目
昭
目
:
・我

孫
子
中
学
校
武
道
場
、
毎
週
木
・
:
我

孫
子
警
察
署

対

・
時
間
小
学
生
以

下
回
時
j
m
時
、
中
学
生
時
時
j
幻

時
(
日
昭
日
は
両
方
と
も
9
時
初
分

j
ロ
時
)、
初
心
者
で
も
優
し
く
指

導

費
小
学
生
以
下
1
5
0
0
円
、

中
学
生
5
0
0
円

申
・

圃
電
話
で

桜
井
君
7
1
8

6
・
3

0
1
6

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
ロ
月
初
日
ω
9
時
初
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
ロ
月
初
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

。。

な

か

む

ら

ゅ

う

き

中
村

優
希
ち
ゃ
ん

(布
佐
平
和
台
・

1
歳
4
カ
月
)

仁
美
あ
姉
ち
ゃ
ん
が
大
路
き
で

い
っ
也

一
緒
巴
い
る
よ
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
泣
き
虫
で
甘
え
ん
坊
な
の
り

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
E
7
1
8

5
・
1
1
1
0

ヨ

利
根
町
の
図
書
館
も

E

利
用
可
能
に

的w
年
1
月
5
日
凶
幽
か
ら
、
我
孫
子

市
民
も
利
根
町
の
図
書
館
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
し
出
し
を
受
け
る
場
合
は
、
身

分
を
証
明
す
る
も
の
を
持
参
し
、

利

根
町
の
図
書
館
で
「
利
用
カ
1
ド
」

の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

所
在
地
北
相
馬
郡
利
根
町
下
曽
根
2

7
8
の
1

(
対
小
学
校
の
隣
り
)
宮

0
2
9
7・

悌
・
8
8
6
8

開
館

時
間
9
時
初
分
i
口
時

休
館
日
月

略
目
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
月
末
資

料
整
理
目
、
特
別
整
理
期
間

貸
出

冊
数
本

・
紙
芝
居
:
-m
冊
ま
で
、
雑

誌
:
・
2
冊
ま
で
、

C
D
・
ビ
デ
オ
テ

ー
プ

・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ・
:
3
点
ま

で

貸
出
期
間
2
週
間
以
内

圃
我

孫
子
市
民
図
書
晶
君
7
1
8
4
・
1

1
1
0
 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
ロ
月
白
日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の
水質環境基準 (C0 0値) 以下
千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値
平成18年11月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖
平成17年11月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

調
査
結
巣
は
、
経
済
動
向
を
把
握

す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
調
査
員
(
調
査
員
証
を
携

行
)
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

圃
総
務
課

・
内
線
2
2
9

償
却
資
産
の
所
有
者
は

償
却
資
産
の
申
告
を

的w年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
所

有
す
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

m
w
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方
(
侃
年

度
中
に
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た

方
を
含
む
)
に
は
、
申
告
書
を
ロ
月

日
日
に
発
送
し
ま
す
。

申
告
書
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
な
ど

不
明
な
点
は
、
課
税
課
家
屋
調
査
担

当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間
切
年
1
月
4
日
側
S
担
日

附

申
告
書
提
出
先

・
圃
課
税
課

・

内
線
3
3
7

ス
ト
ッ
プ

・
ザ

・
不
法
投
棄
1

。
年
末
は
特
に
、
山
林
や
農
地
、
河

川
敷
へ
の
不
法
投
棄
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
、
夜
間
も
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
、
不
法
投
棄
や
ボ
イ
捨
て

の
防
止
に
努
め
ま
す
。

。
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

私
た
ち
の
ま
ち
を
清
潔
で
快
適
な

忘れず巴納めましよう

-・・-.r~__三・・・・E?必I~~I恒悶誕F咽
固定資産税第3期
都市計画税第3期
国民健康保険税第7期
介護保険料第7期
水道料金

25日(月)

環
境
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

一
人
ひ

と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
E
7
1
8
7

.
0

0
1
5
 

上
場
株
式
な
ど
を
売
却
さ
れ
た
方

上
場
株
式
な
ど
を
売
却
し
た
方
、

医
療
費
を
支
払
っ
た
方
、
住
宅
を
新

た
に
取
得
し
た
方
の
申
告
書
は
、
国

税
庁
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
V
詩
句
、
¥
若
者

宅-ロ
E
-m0・甘
で
作
成
し
、
e
l
T

a
x
で
提
出
で
き
ま
す
。

圃
柏
税
務
署
宮
7
1
4
6
・
2
3
2

1 
医
療
従
事
者
調
査
に
係
る

届
出
に
つ
い
て

ロ
月
白
日
現
在
で
、
左
記
に
該
当

す
る
医
療
従
事
者
は
貯
年
1
月
日
日

ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

対
①
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の

資
格
を
持
つ
方
(
現
在
勤
務
さ
れ
て

い
な
い
方
も
含
む
)
⑦
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
準
看
護
師
、
歯
科

衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
で
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方

※
届
け
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
相

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
E
7
1
6
7・

1
2
5
5
 

地
域
整
備
課
と

農
業
委
員
会
の
移
転

地
域
整
備
課
は
、

的w年
1
月
4
日

に
市
役
所
分
館
1
階
に
移
転
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
、

ロ
月
6
日
に
市
役

一交通(人身)事故発生件数 l
:孫子警察署管内・iI月[ClI]日現在!II
11月の発生件数 42件
今年の発生件数(1月-)559件
前年同期比 ー14件

11月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年同期比 ー6人
11月の負傷者数 59人
今年の負傷者数 703人
前年同期比 +3人

所
本
庁
舎
2
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

圃
管
財
課

・
内
線
2
2
1

飲
酒
運
転
・

違
法
駐
車
の
根
絶

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
、

事
故
を
起
こ
し
た
本
人
や
被
害
者
だ

け
で
な
く
、
加
害
者
の
家
族
や
被
害

者
の
家
庭
ま
で
影
響
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
車
の
運
転
者
に
は
、

家
庭
や
職
場
で
飲
酒
運
転
を
「
し
な

い
・
さ
せ
な
い
」
を
徹
底
し
、
飲
食

庖
な
ど
で
は
、
客
が
飲
酒
運
転
を
し

な
い
よ
う
努
め
る
な
ど
、
飲
酒
運
転

の
追
放
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
我
孫
子
警
察
署
E
7
1
8

2
・
0

1
1
0
、
市
民
安
全
室

・
内
線
4
8

6 

不
周
回
目
情
報

"
語
り
ま
す

"

。
無
料
で

申
ス
キ
I
板

(
1

8

0
m
)
:
・林
宮
7
1
8
7
・
5
4

1

7

*
ス
キ
I
板
(1
8
0
m
)

3
セ

ッ
ト
:
・大
河
原
告
7
1
0
6

・
2
3
9
8

本
木
製
室
内
す
べ

り
台
(
高
さ
1
1
5
m
×
長
さ
2

5
5
m
)
:・
目
黒
宮
7
1
8
4
・

4
6
4
5
 

"
語
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
無

料

で

*
キ
ー
ボ
ー
ド
:・
伊

藤
宮
7
1
8
7
・
1
6
0
8

*

子
ど
も
用
自
転
車
(
凶
イ
ン
チ
)

:
・堀
田
宮
7
1
8
3
・
5
4
2
2

*
小
型
の
ス
テ
レ
オ
ま
た
は
レ
コ

ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
-:
高
山
宮
7

1

3
9
・
4
8
9
0

申
直
径
m
m

く
ら
い
の
鍋

・
保
温
ポ
ッ
ト
:
・湊

谷
宮
7
1
8
7
・
3
1
0
5
*

観
世
流
謡
本

(大
成
版
)
・:
横
田

宮
7
1
8
2
・
7
4
2
5

※
申
し
込
み
は
直
接
各
連
絡
先
へ
。

※
掲
載
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
、

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・
5
5
0
0
へ
(
月
昭
日
休
館)。

大気汚染防止のための 柴
d苧 冬期対策にご協力を
冬はI:*:気がよどみやすい気象条件になることから、

千葉県、市町村、工場などでは、 2007年1月31日ま
で大気汚染を防止するための冬期対策を行っています0
0マイカー通勤を控え、電車やパスを利用しましょう0
0一人乗りは不経済なうえ、突通量を増やすので、 同
乗を心がけましょう。
。アイドリング・ス卜νプに努めましよう。
。草を買い換える際は、環境にやさしい低公害車を選
びましょう。
空気を汚す大きな原因の一つである窒素酸化物
(NOx)は、 自動車から排出される量が一番多く、全
体の約半分を占めています。皆さんのご協力をお願い
します。
圃手賀沼諜・肉親4臼

市民伝言板

このコーナーに掲載を希望する
方は、広報掲載依頼書(市役所広
報室に用意または我孫子市のホ

ームページからダウンロード)に
必要事項を記入のうえ、渇載希望

日の1カ月前までに広報室ヘ提
出してください。
掲載する内容はイぺン卜名・日
時・噺・内容・費用・問い合わ
せ先などです。詳しい内容の確認
I<l:， 当事者問で行うようお願いし
ます。
固広報室tt7185-1269 

公共施設剥用の活動Iel:、優先的1;::
場所ガ確保されているものでは
ありまぜん。

-v 
講
演
・
催
し

V
ク
リ
ス
マ
ス

・
お
正
月
に
オ
シ
ャ

レ
な
ひ
と
工
夫
料
理
講
習
会

ロ

月

四
日
ω
日
時
鈎
分
j
M
時
。
天
王
台

北
近
セ
。
先
治
初
人
。

2
5
0
0
円

(材
料
費
込
み
)。

エ
プ
ロ
ン
持
参
。

句
を
味
わ
う
料
理
の
会

・
高
橋
E
7

1
8
5・

0
0
4
3

V
手
遊
び
&
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う

ロ
月
四
日
ω
叩
時
日
分

j
日
時
川町分
。

け
や
き
プ
ラ
ザ
。
親
子
、
当
日
先
治

初
組
。
親
子
1
組
3
0
0
円
。
子
育

て
相
談
有
り
。
ふ
お

S
の
・
ヴ
ォ
ー

ノ
・
熊
谷
E
7
1
8

4
・
3
4
4
8

(
平
日
目
時
5
日
時
)

V
中
高
齢
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

1
月
幻
自
制
か
ら
毎
週
冊
目
時

sロ

時、

日
時

1
日
時
(
全
日
回
)。

デ

イ
ヘ
ル
プ
作
業
所
。

印
歳
以
上
の
初

心
者
、
先
着
7
人
。
7
0
0
0
円

(叩
回
分
、
教
科
書
代
含
む
)
。
山

田
宮
7
1
8

9
・
1
4
7
7

会
員
・
仲
間
募
集

V
子
ど
も
映
画
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

臨
時
活
動
、
2
0
0
8
年
上
映
ま
で

活
動
予
定
。
俳
優
、
ス
タ
ッ
フ
、
エ

キ
ス
ト
ラ
(
配
役
は
検
討
)
を
や
っ

て
み
た
い
小
中
高
生
。
サ
ボ
1
タ
ー

も
募
集
。
佐
々
木
宮
0
8

0
・
1
1

1
3
・
0
1
4
0

0

柚

V
飛
悠
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

シ

ン
グ
ル
を
夢
見
る
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ァ

ー
の
愛
好
会
。
月
1
回
近
郊
コ
l
ス

で
月
例
会
開
催
。
E
メ
1
ル
で
逮
絡

可
能
な
非
喫
煙
者
を
優
先
、
日
人
。

J
G
A
H
D
C
P制
。
岩
野
宮
7
1

8

2
・
6
1
1
6

V
社
交
ダ
ン
ス

「優
遊
」
楽
し
み
ま

せ
ん
か

毎
月
第
1
倒

(1
月
は
休

み
)
同
時
j
m
時
初
分
。
湖
北
台
近

セ
。
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
。
自
主
ト
レ

O
K
。
1
0
0
円
。
加
藤
宮
7
1
8

Q

U

・

ウ
&
ウ
h
Q

U
ウ
h

日
3
月
訂
白
川
W
1
4
月
2
日
側
(
6

泊
7
日
)

所
鹿
児
島
県
与
論
島

内
イ
カ
ダ
漕
ぎ
、
星
砂
探
し
ほ
か

対
小
学
校
2
年
生
j
6
年
生

費
ロ

方
4
0
0
0
円

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

制
国
際
腎
少
年
研
修
協
会
宮
ω
・
3

3
5
9
・
8
4
2
1
へ
。

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

内
地
域
の
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す

る
情
報
提
供
、
助
言
な
ど
を
行
い
、

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
普
及
啓
発

を
図
る

応
募
要
件
φ
千
葉
県
内
に

在
住

・
在
勤

・
在
学
の
加
歳
以
上
の

弁
②
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
取
り

組
む
熱
意
が
あ
る
左
@
2
0
0
9
年

3
月
ま
で
2
年
間
活
動
で
き
る
弁
②

氏
名
と
逮
絡
先
を
市
町
村
担
率
謀
に

知
ら
せ
る
こ
と
に
同
意
で
き
る
弁
⑤

推
進
員
養
成
講
習
会
を
受
講
で
き
る

方
(
東
葛
地
区
は
2
月
8
日
例
目
時

初
分
か
ら
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ

ザ
に
て
)

申
・

圃
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス、

E
メ
l
ル
の
い
ず
れ
か
で
所
定

の
応
募
申
請
書
(
千
葉
県
ホ
1
ム
ペ

ー
ジ
宮
号
、
¥
若
者
宅
七
日
円
nv
F白・

情

vgや
③
ちゃれ

関

咲

楽

ち
ゃ
ん

(湖
北
台
・
1
歳
5
カ
月
)

2
人
の
あ
姉
ち
ゃ
ん
巴
守
ら
れ

な
が
ら
元
気
巴
保
育
園
へ
通
っ
て

い
る
我
ガ
家
の
ア
イ
ド
ル
で
す
り

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、 右のとおり省略しています。
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企まぜまぜ
だまご焼き飯

さん

※受賞者は敬称略。

入賞作 品

「まぜまぜたまご蜂き飯J
「朝から元気飲きこみピラフJ
「暁きおにぎり和風スープJ
「一皿でバランス中華がゆJ
「庭のハーブで元気いっぱい
パンケーキの朝ごはんJ
「お好み焼き風トース卜J

市内の小・中学生を対象に朝食レシピコンクー

jレが初めて行われ、 11月19日の健康フェアで受
賞者の表彰式と試食配布が行われました。

最優秀賞の今村拓夢さんは「卵かけご飯を焼

いてみたらどうかな、と思ったのがきっかけで

す。朝ご飯なので和食っぽくしましたJと話し
ていました。

入賞作品のレシピは、市のホームページで紹

介していますので、せて〉朝食にご利用下さい。

園保健センターft7185-1126

V朝愈レシピコンクールの入賞者(副賞は図書券)
賞 副賞 入賞 者

最優秀賞 1万円今村拓夢(布佐南小学校5年)

優秀賞 5千円幕田.(我孫子第四小学校4年)

優秀賞 5千円金子志穂(湖北中学校2年)

特別賞 3千円河井俊太朗(高野山小学校5年)

『いじめJI(!ついて漉く者えるきっかけI(!
湖北台東小で我孫予で初めての人権教室

11月24日、湖北台東小学校の4年生のクラスで、
子どもたちに人権の大切さを理解してもらうことを

目的に、 「人権教室Jが開催されました。
この教室は 「いじめJが大きな社会問題になって
いる中での市内初の試みで、当日は人権擁護委員の

後藤周ーさんが、児童と一緒に啓発ビデオ 「プレゼ

ン卜Jを見ながら 「いじめJについての授業を行い
ました。参加した児童たちからは 「いじめは絶対によくないJi友だちがいじめられて
いる時、黙って見ているだけでもいじめと同じJなどの感想がありました。

X'masイILミネーショシまつちかり
湖北台ではマスコミの取材も 3千円猪股万荊子(新木小学校5年)特別賞

田窪優加(湖北中学校2年)3千円特別賞

企ずらりと並んだ自慢の農産物

※受賞者は敬称略。

受 賞 者

日下部篤(柴崎)

日暮啓子(久寺家)

日暮正昭(久寺家)

中野栄(中里)

寺田淳次(根戸新田)

須藤喜一郎(柴崎)

渋谷和夫(根戸)

中野富士子(中里)

日暮誠次(根戸新田)

須藤喜一郎(柴崎)

品目

トマト

ほうれん箪

玄米

きゅうり

八つ頭

柿

かぶ

カリフラワー

ねぎ

柿

11月11日アビスタ工ントランスで、 自
慢の農産物の出来栄えを競う 「農産物共進

会Jが、第25回農業まつりの中で行われま
した。秋冬野菜、果物、玄米など181点の
中から、柴崎の日下部さんが知事費、来場者

の人気投票による農業まつり大賞は、柴崎の

須藤さん力ヤ受賞しました。

固農政課・内線510

V特別賞・農業まつり大賞受賞者
賞

千葉県知事賞

我孫子市長賞

関東農政局千葉農政事務所所長賞

東葛飾農林振興センタ一所長賞

我孫子市農業委員会会長賞

東葛農業共済組合組合長理事賞

東葛ふたぱ農業協同組合代表理事組合長賞

我孫子市植物防疫協会会長賞

我孫子市農業青壮年会議会長賞

第25回農業まつり大賞

12月に入り市内のあちこちで家屋や庭のクリスマスイルミネーションカ嘩やかです。
湖北台ではマスコミにも取り上げられました。(見学する際はマナーを守りましよう)

10月28日.29目、千葉県白子町で開催さ
れた、第58回千葉県民大会のソフトテニスの
部で、我孫子市代表の選手力唱勝しました。

鈴木等監督は、 「これまでは決勝トーナメン

トまで行くものの、日本代表や国体選手のいる

他市に勝てず優勝ができませんでした。今年は、

全員のチームワークと日ごろの練習の成果が実

を結び倉願の優勝をすることができましたJと
話していました。出場選手は次のとおりです。一般の部…浦嶋牧野大久保・佐藤(敏)山口

-小笠原佐藤(和)・鈴木(勇)、成年の部…高橋・深井、壮年の部…鈴木(等)・中津(敬称略)

固我孫子市体育協会・川喜田ft7187・7110

短 歌
榊原 敦子 選

北
風
に
黒
服
寧
団
円
陣
を
組
み
て
関
あ
ぐ
カ
1
カ
1
カ
ア
1

渡
辺
詔
子

が

し

b
す

か

ら

す

一評
}
暖
冬
と
は
一
一
首
え
流
石
に
師
走
、
鶴
ら
は
戦
闘
体
制
に
入
れ
り
。
定
型
詩
の
自
在
リ
ズ
ム
。

腰
ひ
く
き
ダ
ツ
ク
ス
フ
ン
ト
ひ
き
連
れ
て
鼻
た
か
だ
か
と
女
す
ぎ
ゆ
く
津
村
阿
墨

{評
}
人
聞
の
プ
ラ
イ
ド
の
能
棋
を
犬
と
の
身
体
対
比
で
浮
き
彫
り
に
し
て
見
せ
た
。
榔
あ
り
。

冬
の
か
の
と
も
る
浅
草
袈
パ

1
電

気

プ

ラ

ン

に

齢

ひ

ま

は

り

た

り

下

回

繁

樹

だ

れ

あ

か

肺

ひ

う
っ
そ
く

誰

彼

に

赤

飯

た

き

て

く

ば

り

た

し

欝

塞

よ

り

の

開

放

の

朝

柴

野

恵

子

か

げ

し

じ

ま

暑

さ

や

う

ご

ぜ

ん

〈

ゃ

う

た

ふ

ち

樹
々
ふ
か
き
騎
お
く
静
寂
の
中
に
立
ち
桔
梗
御
前
の
供
養
塔
小
さ
し
新
藤
道
子

襟
た
て
て
球
根
植
え
に
土
を
掘
る
花
の
色
容
を
想
い
描
き
て
(
新
か
な
)
大
森
澄
夫

ダ
ン
デ
ィ
ー
に
赤
き
ネ
ク
タ
イ
お
に
き
で
す
叢
と
な
ら
れ
し
賠
太
先
生
脅
木
正
子

し
も
っ
S

厳

2

し

の

つ

、

え

ひ

と

霜
月
の

「山
本
先
生
を
偲
ぶ
会
」
杖

つ

く

女

も

集

ひ

て

盛

る

東

海

林

帯

和

※
1
山
本
覚
太
先
生
は
、
文
芸
だ
よ
り
(短
歌
)
の
前
任
の
選
者
。
2
年
前
に
町
四
歳
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
醤
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り
ま
す
。

「
青
少
年

(ゆ
歳
以
下
)
の
郡
」
へ
応
募
す
る
万
は
、
必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
獅
先
一
T
2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
司
)
へ

俳句
染谷卓選

あびこ植物図鑑

し
ろ
じ
ろ
と
夜
寒
の
顔
の
振
り
か
へ
る
壁
谷
千
鶴
子

{評
}
朝
寒
も
夜
寒
も
肌
で
感
ず
る
晩
秋
。
冷
え
ま
す
ね
と
振
り
返
る
伴
侶
の
顔
の
白
い
こ
と
。

朝
寒
や
手
賀
沼
ひ
た
と
水
張
れ
り
小
嶺
佐
知
子

{評
}
水
張
れ
り
と
は
、
晩
秋
の
沼
が
少
し
も
波
立
て
ず
、
夜
明
け
の
静
寂
を
説
明
ら
せ
る
瞬
間
。

鉛
伊
奈
干
さ
る
る
艇
の
寺
!

川

上

進

也

1
引
削
川

コ

ン

サ

ー

ト

の

暗

譜

す

す

ま

ず

毒

る

る

嘉

戸

港

問

問

口

長
き
夜
の
カ
ー
テ
ン
コ

1
ル

な

り

背

山

陽

子

J

m
扮

天
高
し
自
分
さ
が
し
の
旅
に
ゐ
て
松
村

君
代

邸

時

即

燃

丹

精

の

閣

に

賞

無

し

水

を

や

る

音

田

冬

径

虫

例

以

J

ι

新
雪
の

樹

に

朝

日

や

誕

生

日

渋

谷

多

佳

子

仰

い

初

即

日

m

M

科
…
す
川
な
川

さ
は
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ
と
も

あ
る
と
い
い
ま
す
。

開
花
は
八
月
か
ら
九
月
間
で
、
五

つ
に
探
く
裂
け
た
白
い
花
を
、
初
め

は
平
ら
に
聞
き
ま
す
が
、
後
に
は
除

り
返
え
ら
せ
ま
す
。
長
く
突
き
出
た

ゆ

お
雌
し
べ
や
、
そ
れ
を
囲
む
雄
し
べ
も

美
し
く
見
、
え
ま
す
。

果
実
は
初
め
緑
色
で
す
が
、
熱
す• 
な日直ぞン来 上Eなと
ど吐:を実し戸ミど真
が、舎にかのーがつ
起腹むアし笥好赤
こ痛のル、かんに
る、でカ全つで色

三度ぷ7耳2会Z
わ中主がド オL 、
れ枢争食のとまゑヒ
まのSベソり しどミョ
す麻まるラわた CTド
。痔ひとニ け 。略リ

d
d

…
 

行
…

白
d

融
…
'
目

畝
…圏

タ

ポ
…

真
…

E
mv
机
…

写

…

同
川
町

文
…

閉
口bb

…
 

十
一
月
下
旬
に
電
力
中
央
研

究
所
の
近
く
を
通
る
と
、
台
地
の

斜
面
で
、
つ
る
を
伸
ば
し
た
ヒ
ヨ

ド
リ
ジ
ヨ
ウ
ゴ
が
球
形
の
赤
い
実

を
つ
け
て
動
れ
下
が
っ
て
い
ま
し

た。
こ
の
草
は
茎
や
葉
に
毛
が
密
生

し
て
い
て
、
薬
品
草
木
に
か
ら

ま
せ
な
が
ら
伸
ぴ
ま
す
。
そ
の
長• 
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